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1 ここんにき 預金は「ちくしん」に相談してみよう。

◆　塚崎教授のみみよりコラム

　　　～働き方改革が日本経済を効率化させるワケ～

◆　景気動向調査レポート

◆　特別調査～採用活動および離職防止への取り組み等～

◆　久留米大学だより

　　　～学生参加・市民参加で流域を元気に！ 「筑後川ブランド」の取り組み～

◆　久留米大学生が社長にきく！

　　　～株式会社カネタニ　代表取締役社長　金谷正永～

◆　次世代を担う人づくり～大学生の編集者体験～

◆　久留米大学生にきく！若者のホンネ

　　　～久留米大学生の就職活動～

◆　地元経営者にきく！

　　　～有限会社坂田織物　代表取締役　坂田和生～

　　　～山口製材所　代表　山口和大～

◆　次世代経営者にきく！

　　　～ウエストビレッジ　代表　西村敏斗～

　　　～ふたつの彗星　代表　淡路章弘～

　当金庫は、久留米市を中心として八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗町、筑前町
の5市3町を主たる営業エリアとしています。また、本誌に掲載しております景気動向調査を含
めた経済情報についても、同エリアを対象として掲載しています。そのため本誌名は、この辺

り、この周辺といった意味を表わす方言で5市3町を総称し、「ここんにき」としました。

目　次

ここんにき

表紙のデザイン
　2018年11月の本誌創刊から採用してきた表紙のデザイ

ンを変更しました！

　本号からは、久留米大学　文学部3年生　吉田光歩さんの

デザインを使用しています。

　久留米大学から望む高良大社の鳥居をイメージして筑後

地域の美しさを表現していただきました。
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3 ここんにき

業種内訳

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

１８社 １８社 １８社 １８社 １８社 １８社

監修：久留米大学 商学部　 塚崎 公義 教授
久留米大学 商学部　 伊藤 　祐 教授
久留米大学 経済学部 伊佐 　淳 教授

景気動向調査について

景気動向調査の概要
筑後地区の景気動向を把握し、当金庫とお取引いただいてい
る企業の経営者の皆さまに景気に関する情報の提供を行い、
経営にお役立ていただくことを目的としています。
2020年2月
2019年10月～2020年3月の実績
2020年4月～2020年9月の見通し
当金庫の営業担当者による面接聞取り調査
当金庫のお取引先企業のうち、久留米市、八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗
町、筑前町に本社を置く従業員規模20名以下の地元中小企業108社（回収率100％）

D.I.（ディフュージョン・インデックス）

　景気動向調査における調査結果の分析にD.I.という指標を利用し
ています。
　D.I.とは、経済全体または個別の経済事象について、その変化の方
向と広がりをとらえるための指標で、多くの景気動向調査に利用さ
れている指標です。代表的な各質問項目について、「良い」、「増加」、
「上昇」等と回答した企業の割合から、「悪い」、「減少」、「下降」等と回
答した企業の割合を差し引いて算出しています。

　「ちくしん指数」とは、久留米大学の教授3名による
監修のもとに筑後信用金庫が定めた直感的な景況感
を表す独自の景気動向指数です。景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じ
る飲食店の混み具合・業務上のチャンス・従業員への
支給ボーナスの増減・従業員の有休取得状況などの
景況を表すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、
組合せることによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき
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済
を
効
率
化
さ
せ
る
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ケ
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働
き
方
改
革
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。無

駄
な
残
業
を
減
ら
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
回
復

し
よ
う
、と
い
っ
た
考
え
方
に
は
大
い
に
賛
成
で
あ
る
。組

織
の
ト
ッ
プ
が
精
力
的
に
動
き
、人
事
評
価
基
準
を
変
え
る

等
々
の
努
力
を
す
れ
ば
、会
議
の
削
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、「
つ
き
あ
い
残
業
」

の
減
少
、な
ど
の
一
定
の
効
果
は
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、機
運
の
高
ま
り
だ
け
で
得
ら
れ
る
効
果
は
限
定

的
だ
ろ
う
。長
時
間
労
働
が
必
要
な
だ
け
の
業
務
量
が
あ
る

な
ら
ば
、残
業
を
減
ら
す
た
め
に
持
ち
帰
り
等
を
含
め
た

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」が
増
え
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
本
来
は
、各
社
が
過
剰
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る
の
が
望
ま
し

い
。深
夜
営
業
を
や
め
る
店
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
は
明
る
い

話
と
言
え
よ
う
。更
に
欲
を
言
え
ば
、た
と
え
ば「
宅
配
便
は

３
日
に
１
度
の
配
達
に
す
る
」と
全
社
一
斉
に
決
め
れ
ば
、

業
務
効
率
は
大
い
に
改
善
し
、働
き
方
改
革
も
進
む
だ
ろ

う
。し
か
し
、各
社
が
激
し
い
競
争
を
し
て
い
る
事
を
考
え

る
と
、こ
れ
も
期
待
薄
だ
ろ
う
。

　
筆
者
が
本
当
に
期
待
し
て
い
る
の
は
、意
識
改
革
に
よ
る

も
の
よ
り
も
、市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
仕
事
の
効
率
化
で

1981年、東京大学法学部卒、日本興
業銀行（現みずほ銀行）に入行。カリ
フォルニア大学ロサンゼルス校
（UCLA）にてMBAを取得の後、調査
部主任部員、財団法人国際金融情報
センター調査企画部長などを経て、
2005年に久留米大学へ。

【著書】
「一番わかりやすい日本経済入門」
「なんだ、そうなのか！経済入門」
「老後破産しないためのお金の教科書」
「日本経済が黄金期に入ったこれだ
けの理由」など。

久留米大学 商学部教授

塚崎  公義 先生
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あ
る
。

　
ま
ず
、労
働
力
が
不
足
す
る
と
、企
業
が
省
力
化
投
資
を

始
め
る
の
で
、業
務
が
効
率
化
さ
れ
る
。安
い
ア
ル
バ
イ
ト

に
皿
を
洗
わ
せ
て
い
た
飲
食
店
は
、ア
ル
バ
イ
ト
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
り
時
給
が
上
が
っ
た
り
す
れ
ば
自
動
食
器
洗
い

機
を
購
入
す
る
だ
ろ
う
。そ
う
な
れ
ば
飲
食
店
の
働
き
方
は

改
革
さ
れ
、業
務
は
効
率
化
さ
れ
る
、と
い
う
わ
け
だ
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
人
が
逃
げ
出
す
事
に
よ
っ
て
、ブ

ラ
ッ
ク
企
業
が
ホ
ワ
イ
ト
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、と
い

う
事
に
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。失
業
者
が
多
い
時
に

は
、学
生
が「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
し
か
内
定
を
く
れ
な
い
か
ら
、

仕
方
な
い
」と
考
え
て
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
就
職
し
、そ
の
後

も「
辞
め
て
失
業
者
に
な
る
よ
り
は
、こ
こ
で
我
慢
し
よ
う
」

と
考
え
る
が
、労
働
力
不
足
の
時
代
に
な
れ
ば
、学
生
は
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
を
受
け
な
い
し
、社
員
も
転
職
し
て
行
く
の

で
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
自
体
が
働
き
方
改
革
を
大
い
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
だ
け
で
は
な
い
。労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
と
、「
残
業
が
無
い
」こ
と
を
採
用
活
動
の
際
の
魅
力
と

し
て
学
生
に
訴
え
る
企
業
が
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。そ

う
な
る
と
、「
残
業
削
減
競
争
」が
発
生
す
る
か
も
知
れ
な

い
。こ
れ
も
働
き
方
改
革
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
ホ
ワ
イ
ト
化
や
、一
般
企
業
の
残
業
削

減
競
争
は
、労
働
力
不
足
を
更
に
深
刻
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

労
働
者
1
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当
た
り
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時
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る
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の

数
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
、当
然
な
が
ら
賃
金
が
上

昇
す
る
。高
い
賃
金
を
支
払
え
な
い
企
業
か
ら
は
労
働
者
が

抜
け
て
行
き
、高
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賃
金
の
払
え
る
会
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に
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っ
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行
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で

あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
、高
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賃
金
の
払
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な
い
企
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っ
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大
変

辛
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話
だ
ろ
う
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か
し
、競
争
社
会
で
あ
る
以
上
、効
率
的

な
経
営
で
し
っ
か
り
稼
い
で
高
い
給
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を
支
払
う
事
が
求

め
ら
れ
る
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は
、仕
方
の
な
い
事
な
の
で
あ
る
。

　
も
し
か
す
る
と
、人
手
不
足
倒
産
も
増
え
る
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す
る
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っ
て
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ろ
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日
本
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気
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く
て
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多
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し
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い
た
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と
比
べ
れ
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働
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不
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よ
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人
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発
生

す
る
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の
方
が
遥
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望
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え
る
し
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か
ろ
う
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日
本
経
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げ
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的
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に
人
が

集
ま
る
と
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う
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済
全
体
が
効
率
化
す
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い
う
事

で
あ
り
、望
ま
し
い
、と
い
う
事
も
言
え
る
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ろ
う
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ホ
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ト
企
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は
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事
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あ
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今
ま
で「
労
働
者
を
酷
使
し
て
安
く
製
品
を
作
っ
て
い
た
ブ
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せ
ら
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ホ

ワ
イ
ト
化
し
た
の
で
競
争
が
楽
に
な
っ
た
」と
い
う
事
が
あ

り
得
る
か
ら
だ
。

　
賃
金
が
上
昇
す
る
事
は
、企
業
経
営
に
と
っ
て
は
苦
し
い

事
だ
が
、ラ
イ
バ
ル
も
同
様
に
賃
金
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、値
下
げ
競
争
を
仕
掛
け
て
く
る
事
は

無
く
な
る
だ
ろ
う
。も
し
か
し
た
ら
、自
分
が
値
上
げ
し
た

ら
相
手
も
追
随
値
上
げ
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
労
働
力
不
足
は
、労
働
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
が
、経
営

者
に
と
っ
て
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
。前
向
き

に
捉
え
た
い
。

融資は「ちくしん」に相談してみよう。
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D.I.（ディフュージョン・インデックス）

　景気動向調査における調査結果の分析にD.I.という指標を利用し
ています。
　D.I.とは、経済全体または個別の経済事象について、その変化の方
向と広がりをとらえるための指標で、多くの景気動向調査に利用さ
れている指標です。代表的な各質問項目について、「良い」、「増加」、
「上昇」等と回答した企業の割合から、「悪い」、「減少」、「下降」等と回
答した企業の割合を差し引いて算出しています。

　「ちくしん指数」とは、久留米大学の教授3名による
監修のもとに筑後信用金庫が定めた直感的な景況感
を表す独自の景気動向指数です。景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じ
る飲食店の混み具合・業務上のチャンス・従業員への
支給ボーナスの増減・従業員の有休取得状況などの
景況を表すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、
組合せることによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき
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み りよみ

働
き
方
改
革
が
日
本
経
済
を
効
率
化
さ
せ
る
ワ
ケ

コラム
　
働
き
方
改
革
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。無

駄
な
残
業
を
減
ら
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
回
復

し
よ
う
、と
い
っ
た
考
え
方
に
は
大
い
に
賛
成
で
あ
る
。組

織
の
ト
ッ
プ
が
精
力
的
に
動
き
、人
事
評
価
基
準
を
変
え
る

等
々
の
努
力
を
す
れ
ば
、会
議
の
削
減
、「
つ
き
あ
い
残
業
」

の
減
少
、な
ど
の
一
定
の
効
果
は
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、機
運
の
高
ま
り
だ
け
で
得
ら
れ
る
効
果
は
限
定

的
だ
ろ
う
。長
時
間
労
働
が
必
要
な
だ
け
の
業
務
量
が
あ
る

な
ら
ば
、残
業
を
減
ら
す
た
め
に
持
ち
帰
り
等
を
含
め
た

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」が
増
え
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
本
来
は
、各
社
が
過
剰
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る
の
が
望
ま
し

い
。深
夜
営
業
を
や
め
る
店
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
は
明
る
い

話
と
言
え
よ
う
。更
に
欲
を
言
え
ば
、た
と
え
ば「
宅
配
便
は

３
日
に
１
度
の
配
達
に
す
る
」と
全
社
一
斉
に
決
め
れ
ば
、

業
務
効
率
は
大
い
に
改
善
し
、働
き
方
改
革
も
進
む
だ
ろ

う
。し
か
し
、各
社
が
激
し
い
競
争
を
し
て
い
る
事
を
考
え

る
と
、こ
れ
も
期
待
薄
だ
ろ
う
。

　
筆
者
が
本
当
に
期
待
し
て
い
る
の
は
、意
識
改
革
に
よ
る

も
の
よ
り
も
、市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
仕
事
の
効
率
化
で

1981年、東京大学法学部卒、日本興
業銀行（現みずほ銀行）に入行。カリ
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部主任部員、財団法人国際金融情報
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2005年に久留米大学へ。

【著書】
「一番わかりやすい日本経済入門」
「なんだ、そうなのか！経済入門」
「老後破産しないためのお金の教科書」
「日本経済が黄金期に入ったこれだ
けの理由」など。

久留米大学 商学部教授
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あ
る
。

　
ま
ず
、労
働
力
が
不
足
す
る
と
、企
業
が
省
力
化
投
資
を

始
め
る
の
で
、業
務
が
効
率
化
さ
れ
る
。安
い
ア
ル
バ
イ
ト

に
皿
を
洗
わ
せ
て
い
た
飲
食
店
は
、ア
ル
バ
イ
ト
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
り
時
給
が
上
が
っ
た
り
す
れ
ば
自
動
食
器
洗
い

機
を
購
入
す
る
だ
ろ
う
。そ
う
な
れ
ば
飲
食
店
の
働
き
方
は

改
革
さ
れ
、業
務
は
効
率
化
さ
れ
る
、と
い
う
わ
け
だ
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
人
が
逃
げ
出
す
事
に
よ
っ
て
、ブ

ラ
ッ
ク
企
業
が
ホ
ワ
イ
ト
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、と
い

う
事
に
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。失
業
者
が
多
い
時
に

は
、学
生
が「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
し
か
内
定
を
く
れ
な
い
か
ら
、

仕
方
な
い
」と
考
え
て
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
就
職
し
、そ
の
後

も「
辞
め
て
失
業
者
に
な
る
よ
り
は
、こ
こ
で
我
慢
し
よ
う
」

と
考
え
る
が
、労
働
力
不
足
の
時
代
に
な
れ
ば
、学
生
は
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
を
受
け
な
い
し
、社
員
も
転
職
し
て
行
く
の

で
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
自
体
が
働
き
方
改
革
を
大
い
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
だ
け
で
は
な
い
。労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
と
、「
残
業
が
無
い
」こ
と
を
採
用
活
動
の
際
の
魅
力
と

し
て
学
生
に
訴
え
る
企
業
が
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。そ

う
な
る
と
、「
残
業
削
減
競
争
」が
発
生
す
る
か
も
知
れ
な

い
。こ
れ
も
働
き
方
改
革
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
ホ
ワ
イ
ト
化
や
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般
企
業
の
残
業
削

減
競
争
は
、労
働
力
不
足
を
更
に
深
刻
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

労
働
者
1
人
当
た
り
の
労
働
時
間
が
減
る
た
め
、労
働
者
の

数
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
、当
然
な
が
ら
賃
金
が
上

昇
す
る
。高
い
賃
金
を
支
払
え
な
い
企
業
か
ら
は
労
働
者
が

抜
け
て
行
き
、高
い
賃
金
の
払
え
る
会
社
に
移
っ
て
行
く
で

あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
、高
い
賃
金
の
払
え
な
い
企
業
に
と
っ
て
は
大
変

辛
い
話
だ
ろ
う
。し
か
し
、競
争
社
会
で
あ
る
以
上
、効
率
的

な
経
営
で
し
っ
か
り
稼
い
で
高
い
給
料
を
支
払
う
事
が
求

め
ら
れ
る
の
は
、仕
方
の
な
い
事
な
の
で
あ
る
。

　
も
し
か
す
る
と
、人
手
不
足
倒
産
も
増
え
る
か
も
知
れ
な

い
。倒
産
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
非
常
に
苦
し
い
話
で
あ
ろ

う
し
、同
情
を
禁
じ
得
な
い
が
、「
日
本
経
済
全
体
と
し
て

は
、景
気
が
悪
く
て
需
要
不
足
倒
産
が
多
発
し
て
い
た
時
期

と
比
べ
れ
ば
、労
働
力
不
足
に
よ
り
人
手
不
足
倒
産
が
発
生

す
る
経
済
の
方
が
遥
か
に
望
ま
し
い
」、と
考
え
る
し
か
無

か
ろ
う
。

　
日
本
経
済
を
考
え
る
と
、稼
げ
る
効
率
的
な
企
業
に
人
が

集
ま
る
と
い
う
事
は
、経
済
全
体
が
効
率
化
す
る
と
い
う
事

で
あ
り
、望
ま
し
い
、と
い
う
事
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ホ
ワ
イ
ト
企
業
に
と
っ
て
は
、良
い
事
も
あ
り
そ
う
だ
。

今
ま
で「
労
働
者
を
酷
使
し
て
安
く
製
品
を
作
っ
て
い
た
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
と
競
争
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、相
手
企
業
が
ホ

ワ
イ
ト
化
し
た
の
で
競
争
が
楽
に
な
っ
た
」と
い
う
事
が
あ

り
得
る
か
ら
だ
。

　
賃
金
が
上
昇
す
る
事
は
、企
業
経
営
に
と
っ
て
は
苦
し
い

事
だ
が
、ラ
イ
バ
ル
も
同
様
に
賃
金
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、値
下
げ
競
争
を
仕
掛
け
て
く
る
事
は

無
く
な
る
だ
ろ
う
。も
し
か
し
た
ら
、自
分
が
値
上
げ
し
た

ら
相
手
も
追
随
値
上
げ
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
労
働
力
不
足
は
、労
働
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
が
、経
営

者
に
と
っ
て
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
。前
向
き

に
捉
え
た
い
。

融資は「ちくしん」に相談してみよう。
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全業種総合

～ 業況好調感は弱まる見通し ～

　今期のちくしん指数D.I.は、前期比5.4ポイント減少し、△4.8と水面下に落ち込んだ。
　業種別では、小売業・不動産業がプラスに転じたものの、製造業・サービス業の下げ幅
が大きく、全業種総合では水面下に落ち込んだ。特に、不動産業における「飲食店の混み
具合」がD.I.を押し上げた一方で、製造業における「業務上のチャンス」がD.I.を押し下げ
た。今後は△5.1と前期同様の厳しさが続く見通しとなった。
　今期の業況判断D.I.は、前期比2.7ポイント減少し、プラス6.7と好調感が弱まった。建
設業・不動産業が大幅にD.I.を押し上げている一方で、製造業、卸売業、小売業が大幅に
D.I.を押し下げた。今後はプラス5.7と1.0ポイント減少し、更に好調感が弱まる見通し
となった。

　今期の売上D.I.は、前期比9.4ポイント減少し、△3.8と減

少に転じた。サービス業・建設業・不動産業がD.I.を押し上

げ、製造業・卸売業・小売業がD.I.を押し下げた。今後はプラ

ス7.4と再び増加に転じる見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比10.3ポイント減少し、△4.7と

減少に転じた。建設業・不動産業を除くすべての業種でD.I.

を押し下げた。今後はプラス1.9と6.6ポイント増加し、再び

増加に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比3.8ポイント減少し、△1.9

と厳しい状況に転じた。今後はプラス6.5と窮屈感を脱する

見通しとなった。

　今期の運転資金借入D.I.は、前期比8.3ポイント増加し、△

5.7と減少幅が縮小した。今後は△14.3と8.6ポイント減少

し、再び借入金は減少の見通しとなった。

　今期の人手不足度D.I.は、前期比4.9ポイント増加し、プラ

ス17.0と人手不足が強まった。今後はプラス13.0と人手不

足の状況が続く見通しとなった。

　今期の設備資金借入D.I.は、前期比1.8ポイント増加し、△

10.5と減少減少幅が縮小した。今後は△6.5と4.0ポイント

増加し、借入金は増加の見通しとなった。

　今期の残業時間D.I.は、前期比1.0ポイント減少し、△8.4

となった。今後は△11.2と2.8ポイント減少し、引き続き残

業時間は減少する見通しとなった。

　今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの平均回数

は、前期比0.4回増加し、3.3回となった。今後は減少する見

通しとなった。

　今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回数は、前

期比0.4回増加し、1.8回となった。今後は減少する見通しと

なった。

ちくしん指数

業況

売上

利益

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目
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△ 14.0
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13.0
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△ 6.5
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△ 5.7

見通しH30/9

ちくしん指数・業況

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。
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　業種別では、小売業・不動産業がプラスに転じたものの、製造業・サービス業の下げ幅
が大きく、全業種総合では水面下に落ち込んだ。特に、不動産業における「飲食店の混み
具合」がD.I.を押し上げた一方で、製造業における「業務上のチャンス」がD.I.を押し下げ
た。今後は△5.1と前期同様の厳しさが続く見通しとなった。
　今期の業況判断D.I.は、前期比2.7ポイント減少し、プラス6.7と好調感が弱まった。建
設業・不動産業が大幅にD.I.を押し上げている一方で、製造業、卸売業、小売業が大幅に
D.I.を押し下げた。今後はプラス5.7と1.0ポイント減少し、更に好調感が弱まる見通し
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　今期の売上D.I.は、前期比9.4ポイント減少し、△3.8と減

少に転じた。サービス業・建設業・不動産業がD.I.を押し上
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　今期の利益D.I.は、前期比10.3ポイント減少し、△4.7と

減少に転じた。建設業・不動産業を除くすべての業種でD.I.

を押し下げた。今後はプラス1.9と6.6ポイント増加し、再び

増加に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比3.8ポイント減少し、△1.9

と厳しい状況に転じた。今後はプラス6.5と窮屈感を脱する

見通しとなった。

　今期の運転資金借入D.I.は、前期比8.3ポイント増加し、△

5.7と減少幅が縮小した。今後は△14.3と8.6ポイント減少

し、再び借入金は減少の見通しとなった。

　今期の人手不足度D.I.は、前期比4.9ポイント増加し、プラ

ス17.0と人手不足が強まった。今後はプラス13.0と人手不

足の状況が続く見通しとなった。

　今期の設備資金借入D.I.は、前期比1.8ポイント増加し、△

10.5と減少減少幅が縮小した。今後は△6.5と4.0ポイント

増加し、借入金は増加の見通しとなった。

　今期の残業時間D.I.は、前期比1.0ポイント減少し、△8.4

となった。今後は△11.2と2.8ポイント減少し、引き続き残

業時間は減少する見通しとなった。

　今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの平均回数
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12.1

△ 14.0

△ 12.3

2.9

1.4

R1/9

△ 4.8

6.7

△ 3.8

△ 4.7

△ 1.9

△ 8.4

17.0

△ 5.7

△ 10.5

3.3

1.8

R2/3

△ 5.1

5.7

7.4

1.9

6.5

△ 11.2

13.0

△ 14.3

△ 6.5

△ 8.6

△ 5.7

見通しH30/9

ちくしん指数・業況

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。
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製造業

～ 業況は厳しさが続く見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比21.5ポイント

減少し、△26.1と深刻さを増している。今後は△

20.5とわずかに深刻さが和らぐも依然厳しさが続

く見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比27.7ポイント減

少し、△44.4と深刻さを増している。今後は△

29.4と深刻さが和らぐも依然厳しさが続く見通し

となった。

　今期の売上D.I.は、前期比38.9ポイント減少し、

△55.6と減少幅が拡大した。今後は△16.7と前期

並みまで持ち直すも、厳しさが続く見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比27.7ポイント減少し、

△44.4と減少幅が拡大した。今後は△22.2と厳し

さが続く見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比16.7ポイント減少

し、△11.1と厳しい状況に転じた。今後は0.0と11.1

ポイント改善し、厳しさが和らぐ見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（7）」が最も多く、

次に「利幅の縮小（6）」、「売上不振（6）」となってい

たが、今期は、「人手不足（8）」が最も多く、次に「利

幅の縮小（5）」、「工場・機械等の老朽化（5）」となっ

ている。

★調査員コメント★
・業況は安定しているが、慢性的に人手が不足している。
・外国人実習生の受入を検討している。
・自社製品の開発を検討している。
・海外情勢が受注に影響する為見通しが立てにくい。
・発注先大手企業の動向が気になる。
・若手の営業担当者が退職したため人手不足になっている。
・人材募集をかけているが、確保できていない。
・人手が不足している。
・米中貿易摩擦の影響で売上、利益ともに減少が予想される。
・原価が上昇しているが、価格転嫁ができていない。
・ものづくり補助金を活用して最新設備を導入したが、人手不足
　解消には至っていない。
・人手不足に対して公的機関を活用したが効果がない。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 5.9

5.6

△ 27.8

0.0

△ 27.8

5.6

33.3

5.6

22.2

0.0

47.1

11.1

△ 5.6

1.9

1.2

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

△ 8.2

5.9

29.4

35.3

17.6

11.8

41.2

11.8

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

1.8

0.9

R2/3H30/9 H31/3

△ 4.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 11.8

△ 16.7

0.0

23.5

△ 5.9

5.6

△ 16.7

11.1

△ 16.7

△ 5.9

1.8

1.3

R1/9

△ 20.5

△ 29.4

△ 16.7

△ 11.1

△ 22.2

5.6

27.8

△ 5.6

0.0

△ 16.7

5.6

△ 5.6

0.0

△ 11.8

0.0

見通し

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 3.4

0.0

0.0

△ 11.1

5.6

5.6

△ 5.6

0.0

5.6

16.7

△ 5.6

△ 11.1

3.4

2.3

3.4

5.9

16.7

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

5.6

△ 11.1

0.0

3.4

1.8

H30/9 H31/3

△ 3.4

5.6

16.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

0.0

0.0

△ 16.7

0.0

△ 33.3

△ 22.2

5.2

1.6

R1/9

△ 10.1

△ 17.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 5.6

16.7

0.0

△ 5.6

△ 11.1

5.6

△ 22.2

△ 11.8

△ 11.8

△ 11.8

見通し

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

★調査員コメント★
・事業発表説明会を年1回開催しており、経営者と従業員の意

　思疎通を図っている。

・物流需要の高まりから、運送部門が好調に推移している。

卸売業

～ 売上は改善に向かうが利益は減少を強める見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比1.1ポイン

ト減少し、△4.5と低調感が強まった。今後は△

10.1と5.6ポイント減少し、低調感が更に強まる

見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比17.4ポイント

減少し△11.8と低調に転じた。今後は△17.6と

5.8ポイント減少し、低調感が更に強まる見通し

となった。

　今期の売上D.I.は、前期比38.9ポイント減少

し、△22.2と減少に転じた。今後は△16.7と5.5

ポイント増加し、改善に向かう見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比5.5ポイント減少し、

△11.1となった。今後は△16.7と5.6ポイント

減少し、更に減少を強める見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比5.6ポイント減

少し、△5.6となった。今後は△5.6と現状程度の

容易さで推移する見通しとなった。

　前期の経営課題は、「取引先の減少（7）」が最

も多く、次に「人手不足（5）」、「売上不振（4）」と

なっており、今期の経営課題も同様の項目が上

位3位を占めた。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。
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製造業

～ 業況は厳しさが続く見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比21.5ポイント

減少し、△26.1と深刻さを増している。今後は△

20.5とわずかに深刻さが和らぐも依然厳しさが続

く見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比27.7ポイント減

少し、△44.4と深刻さを増している。今後は△

29.4と深刻さが和らぐも依然厳しさが続く見通し

となった。

　今期の売上D.I.は、前期比38.9ポイント減少し、

△55.6と減少幅が拡大した。今後は△16.7と前期

並みまで持ち直すも、厳しさが続く見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比27.7ポイント減少し、

△44.4と減少幅が拡大した。今後は△22.2と厳し

さが続く見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比16.7ポイント減少

し、△11.1と厳しい状況に転じた。今後は0.0と11.1

ポイント改善し、厳しさが和らぐ見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（7）」が最も多く、

次に「利幅の縮小（6）」、「売上不振（6）」となってい

たが、今期は、「人手不足（8）」が最も多く、次に「利

幅の縮小（5）」、「工場・機械等の老朽化（5）」となっ

ている。

★調査員コメント★
・業況は安定しているが、慢性的に人手が不足している。
・外国人実習生の受入を検討している。
・自社製品の開発を検討している。
・海外情勢が受注に影響する為見通しが立てにくい。
・発注先大手企業の動向が気になる。
・若手の営業担当者が退職したため人手不足になっている。
・人材募集をかけているが、確保できていない。
・人手が不足している。
・米中貿易摩擦の影響で売上、利益ともに減少が予想される。
・原価が上昇しているが、価格転嫁ができていない。
・ものづくり補助金を活用して最新設備を導入したが、人手不足
　解消には至っていない。
・人手不足に対して公的機関を活用したが効果がない。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 5.9

5.6

△ 27.8

0.0

△ 27.8

5.6

33.3

5.6

22.2

0.0

47.1

11.1

△ 5.6

1.9

1.2

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

△ 8.2

5.9

29.4

35.3

17.6

11.8

41.2

11.8

5.9

0.0

5.9

0.0

0.0

1.8

0.9

R2/3H30/9 H31/3

△ 4.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 11.8

△ 16.7

0.0

23.5

△ 5.9

5.6

△ 16.7

11.1

△ 16.7

△ 5.9

1.8

1.3

R1/9

△ 20.5

△ 29.4

△ 16.7

△ 11.1

△ 22.2

5.6

27.8

△ 5.6

0.0

△ 16.7

5.6

△ 5.6

0.0

△ 11.8

0.0

見通し

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 3.4

0.0

0.0

△ 11.1

5.6

5.6

△ 5.6

0.0

5.6

16.7

△ 5.6

△ 11.1

3.4

2.3

3.4

5.9

16.7

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

5.6

△ 11.1

0.0

3.4

1.8

H30/9 H31/3

△ 3.4

5.6

16.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

0.0

0.0

△ 16.7

0.0

△ 33.3

△ 22.2

5.2

1.6

R1/9

△ 10.1

△ 17.6

△ 16.7

△ 16.7

△ 5.6

16.7

0.0

△ 5.6

△ 11.1

5.6

△ 22.2

△ 11.8

△ 11.8

△ 11.8

見通し

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

★調査員コメント★
・事業発表説明会を年1回開催しており、経営者と従業員の意

　思疎通を図っている。

・物流需要の高まりから、運送部門が好調に推移している。

卸売業

～ 売上は改善に向かうが利益は減少を強める見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比1.1ポイン

ト減少し、△4.5と低調感が強まった。今後は△

10.1と5.6ポイント減少し、低調感が更に強まる

見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比17.4ポイント

減少し△11.8と低調に転じた。今後は△17.6と

5.8ポイント減少し、低調感が更に強まる見通し

となった。

　今期の売上D.I.は、前期比38.9ポイント減少

し、△22.2と減少に転じた。今後は△16.7と5.5

ポイント増加し、改善に向かう見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比5.5ポイント減少し、

△11.1となった。今後は△16.7と5.6ポイント

減少し、更に減少を強める見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比5.6ポイント減

少し、△5.6となった。今後は△5.6と現状程度の

容易さで推移する見通しとなった。

　前期の経営課題は、「取引先の減少（7）」が最

も多く、次に「人手不足（5）」、「売上不振（4）」と

なっており、今期の経営課題も同様の項目が上

位3位を占めた。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 8.0

△ 5.6

△ 11.1

△ 11.1

5.6

5.6

△ 6.3

△ 11.8

△ 5.6

29.4

0.0

0.0

1.5

1.2

△ 1.1

△ 27.8

△ 5.6

△ 11.1

11.1

11.1

△ 11.1

5.6

△ 16.7

22.2

△ 27.8

△ 11.1

△ 5.6

△ 11.1

2.2

△ 33.3

27.8

27.8

11.1

22.2

27.8

△ 22.2

5.6

22.2

5.6

5.6

2.2

1.4

見通しH30/9 H31/3

△ 1.1

11.8

16.7

27.8

5.6

27.8

△ 5.6

5.6

0.0

5.9

5.9

5.9

2.7

1.3

R1/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

2.2

5.6

27.8

11.1

11.1

11.1

0.0

11.1

61.1

△ 11.1

0.0

4.0

1.6

△ 10.0

22.2

27.8

22.2

22.2

44.4

16.7

0.0

27.8

△ 5.6

△ 11.1

△ 16.7

11.1

15.6

11.1

33.3

16.7

22.2

33.3

16.7

5.6

27.8

22.2

11.1

1.8

1.1

見通しH30/9 H31/3

12.4

23.5

△ 5.6

5.6

11.1

27.8

0.0

△ 16.7

5.6

0.0

△ 22.2

2.1

1.3

R1/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 売上・利益ともに低調に転じる見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比4.6ポイント増

加し、プラス3.5と好調に転じた。今後は△1.1と4.6

ポイント減少し、再び低調に転じる見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比23.6ポイント減少

し、△11.8と低調に転じた。今後は△27.8と16.0ポ

イント減少し、低調感が強まる見通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比10.8ポイント減少し、プ

ラス5.9と好調感が弱まった。今後は△5.6と低調に

転じる見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比27.8ポイント減少し、

0.0となった。今後は△11.1と11.1ポイント減少し、

減少に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比0.3ポイント増加し、

プラス5.9と前期並みの容易さとなった。今後は、プ

ラス5.6と概ね横ばいの容易さで推移する見通しと

なった。

　前期の経営課題は、「利幅の縮小（7）」が最も多く、

次いで「人手不足（5）」、「同業者間の競争（5）」、「人件

費の増加（5）」、「売上不振（5）」となっていたが、今期

は、「売上不振（8）」が最も多く、次いで「人手不足

（7）」、「利幅の縮小（5）」、「人件費の増加（5）」となっ

ている。

　今期のちくしん指数D.I.は、前期比19.1ポイント減

少し、△6.7と低調に転じた。今後は△10.0と3.3ポイ

ント減少し、低調感が弱まる見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比1.3ポイント減少し、

プラス22.2と好調感が弱まった。今後はプラス22.2

と前期並みの好調感が続く見通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比5.6ポイント増加し、0.0と

なった。今後はプラス27.8と27.8ポイント増加し、増

加に転じる見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比5.6ポイント減少し、0.0と

なった。今後はプラス22.2と22.2ポイント増加し、再

び増加の傾向を強める見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比11.1ポイント減少し、

△11.1となった。今後は、プラス16.7と27.8ポイント

増加し、窮屈感を脱する見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（11）」が最も多く、次

に「売上不振（6）」、「同業者間の競争（4）」となっていた

が、今期は、「人手不足（9）」が最も多く、次に「売上不振

（5）」、「商圏人口の減少（4）」となっている。

サービス業

～ 売上・利益は増加の見通し ～

★調査員コメント★
・自動車の販売・整備は例年通りに推移している。

・メーカーから販売を促進されている。

・有給休暇の取得・残業の削減・職場環境の充実を図っている。

★調査員コメント★
・防災意識の高まり、消防設備点検の厳格化に伴い、売上は増加

　している。

・新規採用の予定はなく、繁忙期は外注に依存している。

・工場内トイレが老朽化しているため、改装を検討している。

・人手が不足している。

・募集をかけても人が集まらない。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 8.0

△ 5.6

△ 11.1

△ 11.1

5.6

5.6

△ 6.3

△ 11.8

△ 5.6

29.4

0.0

0.0

1.5

1.2

△ 1.1

△ 27.8

△ 5.6

△ 11.1

11.1

11.1

△ 11.1

5.6

△ 16.7

22.2

△ 27.8

△ 11.1

△ 5.6

△ 11.1

2.2

△ 33.3

27.8

27.8

11.1

22.2

27.8

△ 22.2

5.6

22.2

5.6

5.6

2.2

1.4

見通しH30/9 H31/3

△ 1.1

11.8

16.7

27.8

5.6

27.8

△ 5.6

5.6

0.0

5.9

5.9

5.9

2.7

1.3

R1/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

2.2

5.6

27.8

11.1

11.1

11.1

0.0

11.1

61.1

△ 11.1

0.0

4.0

1.6

△ 10.0

22.2

27.8

22.2

22.2

44.4

16.7

0.0

27.8

△ 5.6

△ 11.1

△ 16.7

11.1

15.6

11.1

33.3

16.7

22.2

33.3

16.7

5.6

27.8

22.2

11.1

1.8

1.1

見通しH30/9 H31/3

12.4

23.5

△ 5.6

5.6

11.1

27.8

0.0

△ 16.7

5.6

0.0

△ 22.2

2.1

1.3

R1/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 売上・利益ともに低調に転じる見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比4.6ポイント増

加し、プラス3.5と好調に転じた。今後は△1.1と4.6

ポイント減少し、再び低調に転じる見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比23.6ポイント減少

し、△11.8と低調に転じた。今後は△27.8と16.0ポ

イント減少し、低調感が強まる見通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比10.8ポイント減少し、プ

ラス5.9と好調感が弱まった。今後は△5.6と低調に

転じる見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比27.8ポイント減少し、

0.0となった。今後は△11.1と11.1ポイント減少し、

減少に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比0.3ポイント増加し、

プラス5.9と前期並みの容易さとなった。今後は、プ

ラス5.6と概ね横ばいの容易さで推移する見通しと

なった。

　前期の経営課題は、「利幅の縮小（7）」が最も多く、

次いで「人手不足（5）」、「同業者間の競争（5）」、「人件

費の増加（5）」、「売上不振（5）」となっていたが、今期

は、「売上不振（8）」が最も多く、次いで「人手不足

（7）」、「利幅の縮小（5）」、「人件費の増加（5）」となっ

ている。

　今期のちくしん指数D.I.は、前期比19.1ポイント減

少し、△6.7と低調に転じた。今後は△10.0と3.3ポイ

ント減少し、低調感が弱まる見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比1.3ポイント減少し、

プラス22.2と好調感が弱まった。今後はプラス22.2

と前期並みの好調感が続く見通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比5.6ポイント増加し、0.0と

なった。今後はプラス27.8と27.8ポイント増加し、増

加に転じる見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比5.6ポイント減少し、0.0と

なった。今後はプラス22.2と22.2ポイント増加し、再

び増加の傾向を強める見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比11.1ポイント減少し、

△11.1となった。今後は、プラス16.7と27.8ポイント

増加し、窮屈感を脱する見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（11）」が最も多く、次

に「売上不振（6）」、「同業者間の競争（4）」となっていた

が、今期は、「人手不足（9）」が最も多く、次に「売上不振

（5）」、「商圏人口の減少（4）」となっている。

サービス業

～ 売上・利益は増加の見通し ～

★調査員コメント★
・自動車の販売・整備は例年通りに推移している。

・メーカーから販売を促進されている。

・有給休暇の取得・残業の削減・職場環境の充実を図っている。

★調査員コメント★
・防災意識の高まり、消防設備点検の厳格化に伴い、売上は増加

　している。

・新規採用の予定はなく、繁忙期は外注に依存している。

・工場内トイレが老朽化しているため、改装を検討している。

・人手が不足している。

・募集をかけても人が集まらない。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 売上・利益増加で好調感が強まる見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比1.1ポイント減

少し、プラス1.2と好調感が弱まった。今後は0.0と

1.2ポイント減少し、均衡する見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比29.7ポイント増加

し、プラス35.3と好調感が強まった。今後はプラス

44.4と9.1ポイント増加し、更に好調感が強まる見

通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比17.6ポイント増加し、プ

ラス17.6となった。今後はプラス27.8と10.2ポイ

ント増加し、増加傾向を強める見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比5.6ポイント増加し、0.0

となった。今後はプラス16.7と16.7ポイント増加

し、増加に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期と変わらず0.0の均衡

となった。今後はプラス5.6と5.6ポイント増加し、容

易になる見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（10）」が最も多く、

次に「同業者間の競争（5）」、「材料価格の上昇（4）」

「利幅の縮小（4）」「技術力の不足（4）」となってたが、

今期は、「人手不足（8）」が最も多く、次いで「材料価

格の上昇（6）」、「売上不振（5）」となっている。

不動産業

～ 好調感が一服する見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比6.7ポイント

増加し、プラス4.5と好調に転じた。今後はプラス

11.4と好調感が強まる見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比22.2ポイント増

加し、プラス50.0と好調感が強まった。今後はプラ

ス38.9と11.1ポイント減少し、好調感は弱まる見

通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比11.1ポイント増加し、

プラス33.3と増加した。今後はプラス27.8と5.5

ポイント減少し、増加傾向が一服する見通しとなっ

た。

　今期の利益D.I.は、前期と変わらず、プラス27.8

と好調さが続いた。今後はプラス22.2と5.6ポイン

ト減少する見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比11.1ポイント増

加し、プラス11.1となった。今後は16.7と5.6ポイ

ント増加し、容易さが増す見通しとなった。

　前期の経営課題は、、「商品物件の不足（10）」が最

も多く、次に「同業者間の競争（7）」、「商品物件の高

騰（5）」となっていたが、今期は、「商品物件の不足

（8）」が最も多く、次いで「同業者間の競争（7）」、「後

継者難（4）」となった。

★調査員コメント★
・受注は安定しているが、人手が不足しているので、ベトナム人実

　習生を受け入れる予定である。

★調査員コメント★
・10月の消費税引き上げ後、建売住宅の動きが鈍化している。

・賃貸部門は安定しているが、売買部門の動きが鈍い。

・商品不動産が不足している。

・東京オリンピックの後は景気が落ち込むと予想している。

・不動産業界もIT化が進んでおり、賃貸に関しては重要事項説明

　をテレビ電話等でできるようになっている。

・M&Aにより新規事業を検討している。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.8

17.6

16.7

29.4

11.1

16.7

55.6

5.9

16.7

22.2

38.9

△ 16.7

△ 22.2

3.3

1.7

0.0

44.4

27.8

33.3

16.7

16.7

22.2

△ 5.6

5.6

△ 16.7

16.7

△ 17.6

△ 17.6

0.0

△ 16.7

11.5

33.3

22.2

22.2

22.2

27.8

50.0

△ 16.7

11.1

5.6

35.3

0.0

△ 11.1

3.3

1.9

見通しH30/9 H31/3

2.3

5.6

0.0

0.0

△ 5.6

△ 5.6

22.2

△ 5.9

0.0

0.0

27.8

△ 27.8

△ 16.7

2.9

1.3

R1/9

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.2

44.4

44.4

38.9

17.6

17.6

△ 11.8

5.6

0.0

6.3

△ 11.8

0.0

3.6

1.8

11.4

38.9

27.8

22.2

0.0

5.6

△ 11.1

16.7

△ 5.6

0.0

△ 5.6

11.1

△ 5.9

△ 5.9

15.9

44.4

27.8

33.3

16.7

23.5

△ 11.8

11.1

△ 11.1

16.7

29.4

0.0

4.6

1.7

見通しH30/9 H31/3

△ 2.2

27.8

22.2

27.8

11.1

23.5

△ 17.6

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

△ 11.1

2.9

1.4

R1/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 売上・利益増加で好調感が強まる見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比1.1ポイント減

少し、プラス1.2と好調感が弱まった。今後は0.0と

1.2ポイント減少し、均衡する見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比29.7ポイント増加

し、プラス35.3と好調感が強まった。今後はプラス

44.4と9.1ポイント増加し、更に好調感が強まる見

通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比17.6ポイント増加し、プ

ラス17.6となった。今後はプラス27.8と10.2ポイ

ント増加し、増加傾向を強める見通しとなった。

　今期の利益D.I.は、前期比5.6ポイント増加し、0.0

となった。今後はプラス16.7と16.7ポイント増加

し、増加に転じる見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期と変わらず0.0の均衡

となった。今後はプラス5.6と5.6ポイント増加し、容

易になる見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（10）」が最も多く、

次に「同業者間の競争（5）」、「材料価格の上昇（4）」

「利幅の縮小（4）」「技術力の不足（4）」となってたが、

今期は、「人手不足（8）」が最も多く、次いで「材料価

格の上昇（6）」、「売上不振（5）」となっている。

不動産業

～ 好調感が一服する見通し ～
　今期のちくしん指数D.I.は、前期比6.7ポイント

増加し、プラス4.5と好調に転じた。今後はプラス

11.4と好調感が強まる見通しとなった。

　今期の業況判断D.I.は、前期比22.2ポイント増

加し、プラス50.0と好調感が強まった。今後はプラ

ス38.9と11.1ポイント減少し、好調感は弱まる見

通しとなった。

　今期の売上D.I.は、前期比11.1ポイント増加し、

プラス33.3と増加した。今後はプラス27.8と5.5

ポイント減少し、増加傾向が一服する見通しとなっ

た。

　今期の利益D.I.は、前期と変わらず、プラス27.8

と好調さが続いた。今後はプラス22.2と5.6ポイン

ト減少する見通しとなった。

　今期の資金繰りD.I.は、前期比11.1ポイント増

加し、プラス11.1となった。今後は16.7と5.6ポイ

ント増加し、容易さが増す見通しとなった。

　前期の経営課題は、、「商品物件の不足（10）」が最

も多く、次に「同業者間の競争（7）」、「商品物件の高

騰（5）」となっていたが、今期は、「商品物件の不足

（8）」が最も多く、次いで「同業者間の競争（7）」、「後

継者難（4）」となった。

★調査員コメント★
・受注は安定しているが、人手が不足しているので、ベトナム人実

　習生を受け入れる予定である。

★調査員コメント★
・10月の消費税引き上げ後、建売住宅の動きが鈍化している。

・賃貸部門は安定しているが、売買部門の動きが鈍い。

・商品不動産が不足している。

・東京オリンピックの後は景気が落ち込むと予想している。

・不動産業界もIT化が進んでおり、賃貸に関しては重要事項説明

　をテレビ電話等でできるようになっている。

・M&Aにより新規事業を検討している。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.8
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29.4
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16.7

55.6

5.9

16.7

22.2

38.9

△ 16.7

△ 22.2

3.3
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0.0

44.4
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16.7

16.7

22.2

△ 5.6
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△ 16.7

16.7

△ 17.6
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0.0

△ 16.7
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22.2
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27.8
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△ 16.7

11.1
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35.3

0.0

△ 11.1

3.3

1.9

見通しH30/9 H31/3

2.3

5.6

0.0

0.0

△ 5.6

△ 5.6

22.2

△ 5.9

0.0

0.0

27.8

△ 27.8

△ 16.7

2.9

1.3

R1/9

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.2

44.4

44.4

38.9

17.6

17.6

△ 11.8

5.6

0.0

6.3

△ 11.8

0.0

3.6

1.8

11.4

38.9

27.8

22.2

0.0

5.6

△ 11.1

16.7

△ 5.6

0.0

△ 5.6

11.1

△ 5.9

△ 5.9

15.9

44.4

27.8

33.3

16.7

23.5

△ 11.8

11.1

△ 11.1

16.7

29.4

0.0

4.6

1.7

見通しH30/9 H31/3

△ 2.2

27.8

22.2

27.8

11.1

23.5

△ 17.6

0.0

5.6

22.2

△ 11.1

△ 11.1

2.9

1.4

R1/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

※本景気動向調査は、新型コロナウイルス感染拡大をうけ、全国の小中学校と高校、
特別支援学校に国から臨時休校が要請される直前に調査したものです。

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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特別調査

　採用活動について、「非常に苦戦」と「やや

苦戦」を合計すると、35％の企業が、採用活動

に苦戦しています。一方で「非常に順調（3

％）」と「まずまず順調（16％）」を合計すると、

19％の企業は採用活動は順調のようです。

　また、調査対象企業が原則として従業員20

名以下ということもあり、採用活動を行って

いない企業が46％となりました。

調査概要：採用活動および離職防止への取り組み等について

調査しました

調査対象：「景気動向調査」に同じ

 
採用活動（正社員・非正社員・新卒・中途不問）は順調ですか？

　採用活動でよく利用しているルートは、

「知人からの紹介（54）」が最も多く、次い

で「ハローワーク（49）」、「就職情報誌

（8）」となりました。「知人からの紹介」と

「ハローワーク」の合計が、全体の73％を

占め、ほとんどの企業は「知人からの紹

介」、「ハローワーク」以外の採用ルートを

利用していないようです。

　「その他」では、「職業訓練センター」、

「手渡しチラシ」、「広告看板」との回答が

あり、採用ルートにも工夫が見られます。

採用活動にどのような募集・採用ルートを利用していますか？

　円滑な採用活動のための取り組

みは、「特に実施していない（74）」と

回答した企業が多数を占めました。

　説明会への参加やインターンシッ

プ受入などを実施している企業は少

数であるため、他社が実施していな

い活動に取り組むと差がつきやす

いかもしれません。

　当金庫では毎年、社長のかばん持

ち体験というインターンシップ支援

事業を実施しています。

採用活動を円滑にするために取り組んでいることはどんなことですか？

　採用・離職防止のための取り組みを実施している企業は全体の62％、実施していない企業は38％となりました。

　実際に実施している取り組みとして最も多かったのは、「給与の引き上げ（28）」となりました。次いで、「有休取得の促進

（17）」、「コミュニケーション向上（16）」、「資格取得の支援（16）」となりました。

　売手が強い今の労働市場環境を考慮して、様々な取り組みを実施している企業が多いようです。当金庫は、中小企業診断

士や社会保険労務士などの専門家団体と連携していますので、「取り組みたいけどやり方がわからない」といった悩み相

談を随時受け付けています。

人材の採用・離職の防止のためにどんなことに取り組んでいますか？

　最も効果が高い採用・離職防止の取り

組みは「給与の引き上げ」となりました。

　その他にも、「コミュニケーション向

上」、「有休取得の促進」、「希望に沿った配

置・異動」、「資格取得の支援」などが採用

や離職防止に効果があるようです。

　「コミュニケーション向上に取り組み

たいが、どのようなことをすればよいの

か分からない」、「どうすれば有休取得を

促進できる体制になるのか分からない」

といった悩みも当金庫の専門家派遣で解

決の糸口を探してみませんか？

人材の採用・離職の防止のための取り組みで効果が高いものはどれですか？

　よく利用しているルートの中

で、採用に最も効果があるルー

トは、「知人からの紹介（24）」と

なりました。次いで「ハローワ

ーク（8）」、「リクナビ・マイナビ

（5）」と続きました。

採用活動に利用している募集・採用ルートで効果が高いルートはどれですか？

人手不足は「ちくしん」に相談してみよう。 Ｍ＆Ａは「ちくしん」に相談してみよう。
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久留米大学だより久留米大学だより

学
生
参
加
・
市
民
参
加
で
流
域
を
元
気
に
！ 

「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み

　「
久
留
米
大
学
だ
よ
り
」第
４
回
は
、久
留
米
大
学
の
学
生
た

ち
の
関
与
で
実
施
し
て
い
る
地
域
貢
献
・
地
域
事
業
者
支
援
の

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」を
紹
介
し
た
い
。

流
域
の
基
幹
大
学
と
し
て

　
久
留
米
大
学
が
立
地
し
て
い
る
久
留
米
市
は
、九
州
一
の
大

河
で
あ
る
筑
後
川
の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。流
路
延
長

1
4
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、 
流
域
面
積
2
、8
6
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
筑
後
川
は
、阿
蘇
山
を
源
と
し
、熊
本
・
大
分
・
福

岡
・
佐
賀
の
四
県
を
流
れ
て
有
明
海
に
注
い
で
い
る
。九
州
北

部
に
お
け
る
社
会
、経
済
、文
化
活
動
の
基
盤
を
な
し
、古
く
か

ら
人
々
の
生
活
や
文
化
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。関
東
の
利

根
川（
坂
東
太
郎
）・
四
国
の
吉
野
川（
四
国
三
郎
）と
と
も
に

「
日
本
三
大
暴
れ
川
」と
し
て
知
ら
れ
、 

筑
紫
二
郎（
つ
く
し
じ

ろ
う
）と
も
呼
ば
れ
る
。古
く
は
、千
歳
川
・
千
年
川（
ち
と
せ
が

わ
）、一
夜
川（
い
ち
や
が
わ
）、筑
間
川（
ち
く
ま
が
わ
）と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。ま
た
、筑
後
川
と
と
も
に
有
明
海
に
注
ぐ
矢
部

川
は
、流
路
延
長
61
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、流
域
面
積
6
4
7
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。大
分
・
熊
本
・
福
岡
の
三
県
の
境
、福
岡
県
八

女
市
矢
部
村
の
三
国
山
を
源
と
し
、い
く
つ
か
の
川
を
合
わ

せ
、周
囲
の
土
地
を
潤
し
な
が
ら
有
明
海
に
注
ぐ
、福
岡
県
で

3
番
目
に
大
き
な
河
川
で
あ
る
。農
業
用
水
や
発
電
用
水
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
、筑
後
地
方
に
お
け
る
産
業
活
動
を
支
え
て
い

る
。そ
の
昔
、柳
河
藩
と
久
留
米
藩
の
境
に
あ
っ
た
た
め
、御
境

川（
お
さ
か
い
が
わ
）と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
こ
の
二
つ
の
大
き
な
河
川
の
流
域
に
位
置
す
る
久
留
米
大

学
は
、流
域
の
基
幹
大
学
と
し
て
、こ
れ
ま
で
、流
域
の
環
境
や

文
化
、産
業
や
生
活
を
守
り
、伝
え
て
い
く
た
め
に
、様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。な
か
で
も
、「
筑
後
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、大
学（
主
に
久
留
米
大
学
経
済
社
会
研
究
所
）と
特
定
非
営

利
活
動
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
、そ
し
て
、2
0
1
8

1981年　福井県福井市にうまれ、石川県金沢市で
育つ。

2004年　一橋大学社会学部社会学科卒業。
2012年　一橋大学大学院経済学研究科博士後期

課程修了。
　　　　　博士（経済学）。
2012年　特定非営利法人協同総合研究所研究員。
2014年　下関市立大学経済学部特任教員（地域貢

献担当）。
2015年　久留米大学経済学部文化経済学科専任

講師。
2018年　同准教授、現在に至る。

【著書】
　『農家が消える　自然資源経済論からの提言』（寺
西俊一・石田信隆・山下英俊編著）第5章「景観・文化
の保全―かけがえのない価値を守る仕組み」（共
著）、みすず書房、2018年。

【趣味】
　写真を撮ることが好きで、バイクや車であちこ
ちに出かけています。
　筑後地域は魅力がたっぷりで、仕事では学生た
ちと、プライベートでは家族といっしょに堪能し
ています。

久留米大学　経済学部　文化経済学科　
准教授

藤谷　岳 先生

Vol.4

年
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
筑
後
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
会
が

中
心
と
な
り
、国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
筑
後
川
事
務
所
、

一
般
社
団
法
人
北
部
九
州
河
川
利
用
協
会
、筑
後
川
・
矢
部
川
流

域
の
自
治
体
、流
域
の
諸
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
お
こ
な
っ
て
き

た
、歴
史
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、流

域
の
様
々
な
魅
力
を
伝
え
つ
つ
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
の「
筑

後
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
流
域
の
持
ち
回
り
で
年
に
一
度
開
催
、

2
0
1
9
年
度
で
33
回
目
）、学
び
の
場
を
提
供
す
る「
筑
後
川
ま

る
ご
と
博
物
館
」、遊
び
の
場
と
し
て
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る「
筑

後
川
ま
る
ご
と
リ
バ
ー
パ
ー
ク
」、流
域
で
の
仕
事
創
出
を
目
指

す「
K
U
H
O
N
ち
く
ご
川
ま
る
ご
と
市
」な
ど
が
あ
る
。

「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み
の
概
要

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
つ
つ
、流
域
の
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
べ
く
2
0
1
5
年
度
か
ら
開
始
し
た
の
が
、「
筑
後
川

ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み
で
あ
る
。筑
後
川
を
象
徴
と
す
る「
流

域
ブ
ラ
ン
ド
」を
、矢
部
川
を
含
む
こ
の
流
域
に
形
成
す
る
こ
と

で
、筑
後
川
・
矢
部
川
流
域
で
営
ま
れ
て
き
た
質
の
高
い
モ
ノ
づ

く
り
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
え
、自
立
性
・
持
続
可
能
性
の
高

い
地
域
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。流
域
で

育
ま
れ
た
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
、日
用
品
、工
芸
品
等
を

発
掘
し
、市
民
投
票
を
呼
び
か
け
、そ
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
通
し
て
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
。そ
の
仕
組
み
の
お
お
ま
か
な
流
れ
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
ま
ず
、流
域
の
事
業
者
・
生
産
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
、エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
た
だ
く
。エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
商
品
を「
筑
後
川

ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
」（
久
留
米
大
学
の
教
員
、お
よ
び
、流
域
の
有

志
市
民
に
よ
っ
て
構
成
）が
、あ
ら
か
じ
め
定
め
た
基
準（
図
1
）
に

基
づ
い
て
審
査
を
お
こ
な
い
、ノ
ミ
ネ
ー
ト
商
品
が
決
定
さ
れ

る
。こ
れ
ら
の
商
品
の
生
産
者
・
事
業
者
と
、久
留
米
大
学
経
済

学
部
の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、学
生
た
ち
が
生
産
・
製
造
現

場
の
訪
問
取
材
等
を
と
お
し
て
理
解
を
深
め
た
上
で
、様
々
な

方
法
で
商
品
と
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
た
地
域
の
魅
力
を
P
R

す
る
。流
域
の
各
所
に
設
置
し
た
投
票
箱
、お
よ
び
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
投
票
を
先
行
的
に
開
始
し
、締
め
く
く
り
と
し
て

ノ
ミ
ネ
ー
ト
商
品
が
す
べ
て
一
堂
に
会
す
る「
総
選
挙
」で
投
票

を
呼
び
か
け
る
。そ
の
結
果
、広
く
支
持
さ
れ
た
商
品
に
、「
筑

後
川
ブ
ラ
ン
ド
」を
認
定
す
る
。2
0
1
9
年
度
ま
で
に
17
の

商
品
が
認
定
さ
れ
て
い
る（
図
2
）
。

こ
の
取
り
組
み
の
3
つ
の
特
徴

　
こ
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
次
の
3
点
に
あ
る
。

　
第
一
に
、こ
の
取
り
組
み
は
、市
町
村
、さ
ら
に
は
、県
の
枠
に

も
こ
だ
わ
ら
な
い
、「
流
域
」を
対
象
と
し
た「
流
域
ブ
ラ
ン
ド
」

を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
に
は
、川
の

上
流
・
中
流
・
下
流
の
つ
な
が
り
を
人
々
に
再
認
識
す
る
機
会

を
提
供
し
、流
域
と
し
て
の
一
体
感
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
。筑
後
川
流
域
に
は
、上
流
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
な
か
大
切
に
育
て
ら
れ
た
良
質
な
木
材
が
、川
の
水

運
で
運
ば
れ
、下
流
を
中
心
に
木
工
業
が
栄
え
た
と
い
う
歴
史

が
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、時
が
流
れ
る
に
つ
れ
て
、こ
う
し
た

環
境
、文
化
、社
会
、そ
し
て
、経
済
の
つ
な
が
り
は
、薄
れ
つ
つ

あ
る
。事
業
者
・
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の
流
域
に
暮
ら
す
す

べ
て
の
人
々
に
、こ
う
し
た
つ
な
が
り
に
あ
ら
た
め
て
目
を
向

け
、こ
の
流
域
に
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

　
第
二
に
、ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
市
民
参
加
型（
投
票
）で
お
こ
な

う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
大
会
で
は
、流
域

内
外
の
人
々
に
、「
応
援
し
た
い
」と
思
う
商
品
に
投
票
を
し
て

い
た
だ
き
、特
に
広
く
支
持
さ
れ
た
商
品
が「
認
定
」と
な
る
。

先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、流
域
各
地
に
設
置
し
た
投
票
箱
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、そ
し
て
、全
商
品
が
一
堂
に
会
す
る「
総
選

挙
」と
い
う
３
つ
の
投
票
方
法
が
あ
る
。そ
し
て
、こ
の
3
つ
の

投
票
方
法
の
う
ち
１
つ
で
分
野（
2
0
1
9
年
度
は「
食
品
・
飲

料
」・「
日
用
品
」・「
工
芸
品
」）の
上
位
3
位
以
内
に
入
る
と
1

ポ
イ
ン
ト
、こ
れ
が
3
ポ
イ
ン
ト
で「
認
定
」と
い
う
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
。い
わ
ゆ
る「
組
織
票
」だ
け
で
決
ま
ら
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
意
図
も
あ
る
が
、「
応
援
し
た
い
商
品
は
あ
る

け
ど
流
域
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
総
選
挙
に
は
行
け
な
い
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
苦
手
だ
け
ど
良
く
行
く
場
所
に
あ
る
投

票
箱
に
入
れ
て
応
援
し
た
い
」「
総
選
挙
で
試
食
し
た
り
実
物

に
触
れ
た
り
し
て
確
か
め
て
か
ら
投
票
し
た
い
」と
い
っ
た
、

住
ん
で
い
る
場
所
、年
齢
な
ど
を
超
え
た
、多
様
な
人
々
に
支

持
さ
れ
る
商
品
が
ブ
ラ
ン
ド
認
定
さ
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
理
由
で
あ
る
。

　
第
三
に
、流
域
の
事
業
者
・
生
産
者
と
学
生
が
チ
ー
ム
と
な

り
、協
力
し
て
P
R
を
お
こ
な
う
点
で
あ
る
。学
生
た
ち
は
、自

身
が
担
当
す
る
商
品
に
つ
い
て
、夏
休
み
に
生
産
現
場
等
を
訪

れ
、じ
っ
く
り
と
取
材
を
お
こ
な
う（
図
３
）
。そ
の
後
、商
品
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、S
N
S
や
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
し
て
い
く
。事
業
者
・
生
産
者
に
と
っ
て
は
、将
来
を
担

う
若
者
た
ち
の
素
朴
な
質
問
や
提
案
を
受
け
る
こ
と
で
、今
ま

で
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
課
題
や
新
た
な
方
向
性
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
と
な
る
。学
生
た
ち
は
、聞
き
取
る
力
に
加
え
、キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
や
商
品
紹
介
欄
の
決
め
ら
れ
た
文
字
数
の
な
か
で
コ

ン
パ
ク
ト
か
つ
的
確
に
そ
の
商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
力
が
試
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
し
て
、大
会
を
締
め
く
く
る「
総
選
挙
」

（
2
0
1
9
年
度
は
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
六
角
堂
広
場
で
開

催
）で
は
、事
業
者
・
生
産
者
の
方
と
学
生
た
ち
が
協
力
し
て
、ス

テ
ー
ジ
発
表
お
よ
び
ブ
ー
ス
出
店
を
お
こ
な
い
、最
後
の
投
票
を

呼
び
か
け
る（
図
４
）
。商
品
そ
の
も
の
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

は
あ
る
が
、こ
う
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
事
業
者
・
生
産

者
と
学
生
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
・
相
乗
効
果
を
生
み
だ
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
こ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

継
続
と
発
展
に
向
け
て

　「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み
は
、「
筑
後
川
・
矢
部
川
流

域
の
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
販
路
開

拓
」と
し
て
、2
0
2
0
年
2
月
14
日
付
で
、経
済
産
業
省
か

ら
、中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
の
規
定
に
基
づ
く「
地

域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
計
画
」の
認
定
を
受
け
た（
申
請

主
体
は
一
般
社
団
法
人
筑
後
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
会
）
。

2
0
1
9
年
度
は
全
国
で
唯
一（
累
計
で
6
件
目
）の
、そ
し

て
、九
州
で
は
初
の
認
定
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、今
後
5
年

間
、こ
の
取
り
組
み
は
、同
法
に
基
づ
く
様
々
な
支
援
措
置
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。流
域
の
商
品
の
掘
り
起
こ
し
、

P
R
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、筑
後
川
ブ
ラ
ン

ド
認
定
品
の
国
内
・
海
外
で
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
情
報
発

信
、販
売
促
進
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
化
し
て
い
き
た
い
。そ
し

て
、昨
今
、頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
流
域

の
地
域
経
済
の
復
興
と
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

図１－筑後川ブランド認定基準

図２－2019年度までの認定商品

図３－学生による現場取材

図４－最後の投票呼びかけ風景

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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久留米大学だより久留米大学だより

学
生
参
加
・
市
民
参
加
で
流
域
を
元
気
に
！ 

「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み

　「
久
留
米
大
学
だ
よ
り
」第
４
回
は
、久
留
米
大
学
の
学
生
た

ち
の
関
与
で
実
施
し
て
い
る
地
域
貢
献
・
地
域
事
業
者
支
援
の

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」を
紹
介
し
た
い
。

流
域
の
基
幹
大
学
と
し
て

　
久
留
米
大
学
が
立
地
し
て
い
る
久
留
米
市
は
、九
州
一
の
大

河
で
あ
る
筑
後
川
の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
る
。流
路
延
長

1
4
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、 

流
域
面
積
2
、8
6
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
筑
後
川
は
、阿
蘇
山
を
源
と
し
、熊
本
・
大
分
・
福

岡
・
佐
賀
の
四
県
を
流
れ
て
有
明
海
に
注
い
で
い
る
。九
州
北

部
に
お
け
る
社
会
、経
済
、文
化
活
動
の
基
盤
を
な
し
、古
く
か

ら
人
々
の
生
活
や
文
化
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。関
東
の
利

根
川（
坂
東
太
郎
）・
四
国
の
吉
野
川（
四
国
三
郎
）と
と
も
に

「
日
本
三
大
暴
れ
川
」と
し
て
知
ら
れ
、 

筑
紫
二
郎（
つ
く
し
じ

ろ
う
）と
も
呼
ば
れ
る
。古
く
は
、千
歳
川
・
千
年
川（
ち
と
せ
が

わ
）、一
夜
川（
い
ち
や
が
わ
）、筑
間
川（
ち
く
ま
が
わ
）と
も
呼

ば
れ
て
い
た
。ま
た
、筑
後
川
と
と
も
に
有
明
海
に
注
ぐ
矢
部

川
は
、流
路
延
長
61
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、流
域
面
積
6
4
7
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。大
分
・
熊
本
・
福
岡
の
三
県
の
境
、福
岡
県
八

女
市
矢
部
村
の
三
国
山
を
源
と
し
、い
く
つ
か
の
川
を
合
わ

せ
、周
囲
の
土
地
を
潤
し
な
が
ら
有
明
海
に
注
ぐ
、福
岡
県
で

3
番
目
に
大
き
な
河
川
で
あ
る
。農
業
用
水
や
発
電
用
水
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
、筑
後
地
方
に
お
け
る
産
業
活
動
を
支
え
て
い

る
。そ
の
昔
、柳
河
藩
と
久
留
米
藩
の
境
に
あ
っ
た
た
め
、御
境

川（
お
さ
か
い
が
わ
）と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
こ
の
二
つ
の
大
き
な
河
川
の
流
域
に
位
置
す
る
久
留
米
大

学
は
、流
域
の
基
幹
大
学
と
し
て
、こ
れ
ま
で
、流
域
の
環
境
や

文
化
、産
業
や
生
活
を
守
り
、伝
え
て
い
く
た
め
に
、様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。な
か
で
も
、「
筑
後
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、大
学（
主
に
久
留
米
大
学
経
済
社
会
研
究
所
）と
特
定
非
営

利
活
動
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
、そ
し
て
、2
0
1
8

1981年　福井県福井市にうまれ、石川県金沢市で
育つ。

2004年　一橋大学社会学部社会学科卒業。
2012年　一橋大学大学院経済学研究科博士後期

課程修了。
　　　　　博士（経済学）。
2012年　特定非営利法人協同総合研究所研究員。
2014年　下関市立大学経済学部特任教員（地域貢

献担当）。
2015年　久留米大学経済学部文化経済学科専任

講師。
2018年　同准教授、現在に至る。

【著書】
　『農家が消える　自然資源経済論からの提言』（寺
西俊一・石田信隆・山下英俊編著）第5章「景観・文化
の保全―かけがえのない価値を守る仕組み」（共
著）、みすず書房、2018年。

【趣味】
　写真を撮ることが好きで、バイクや車であちこ
ちに出かけています。
　筑後地域は魅力がたっぷりで、仕事では学生た
ちと、プライベートでは家族といっしょに堪能し
ています。

久留米大学　経済学部　文化経済学科　
准教授

藤谷　岳 先生
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年
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
筑
後
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
会
が

中
心
と
な
り
、国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
筑
後
川
事
務
所
、

一
般
社
団
法
人
北
部
九
州
河
川
利
用
協
会
、筑
後
川
・
矢
部
川
流

域
の
自
治
体
、流
域
の
諸
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
お
こ
な
っ
て
き

た
、歴
史
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、流

域
の
様
々
な
魅
力
を
伝
え
つ
つ
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
の「
筑

後
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
流
域
の
持
ち
回
り
で
年
に
一
度
開
催
、

2
0
1
9
年
度
で
33
回
目
）、学
び
の
場
を
提
供
す
る「
筑
後
川
ま

る
ご
と
博
物
館
」、遊
び
の
場
と
し
て
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る「
筑

後
川
ま
る
ご
と
リ
バ
ー
パ
ー
ク
」、流
域
で
の
仕
事
創
出
を
目
指

す「
K
U
H
O
N
ち
く
ご
川
ま
る
ご
と
市
」な
ど
が
あ
る
。

「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み
の
概
要

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
つ
つ
、流
域
の
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
べ
く
2
0
1
5
年
度
か
ら
開
始
し
た
の
が
、「
筑
後
川

ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み
で
あ
る
。筑
後
川
を
象
徴
と
す
る「
流

域
ブ
ラ
ン
ド
」を
、矢
部
川
を
含
む
こ
の
流
域
に
形
成
す
る
こ
と

で
、筑
後
川
・
矢
部
川
流
域
で
営
ま
れ
て
き
た
質
の
高
い
モ
ノ
づ

く
り
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
え
、自
立
性
・
持
続
可
能
性
の
高

い
地
域
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。流
域
で

育
ま
れ
た
農
林
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
、日
用
品
、工
芸
品
等
を

発
掘
し
、市
民
投
票
を
呼
び
か
け
、そ
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
通
し
て
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
。そ
の
仕
組
み
の
お
お
ま
か
な
流
れ
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
ま
ず
、流
域
の
事
業
者
・
生
産
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
、エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
た
だ
く
。エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
商
品
を「
筑
後
川

ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
」（
久
留
米
大
学
の
教
員
、お
よ
び
、流
域
の
有

志
市
民
に
よ
っ
て
構
成
）が
、あ
ら
か
じ
め
定
め
た
基
準（
図
1
）
に

基
づ
い
て
審
査
を
お
こ
な
い
、ノ
ミ
ネ
ー
ト
商
品
が
決
定
さ
れ

る
。こ
れ
ら
の
商
品
の
生
産
者
・
事
業
者
と
、久
留
米
大
学
経
済

学
部
の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、学
生
た
ち
が
生
産
・
製
造
現

場
の
訪
問
取
材
等
を
と
お
し
て
理
解
を
深
め
た
上
で
、様
々
な

方
法
で
商
品
と
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
た
地
域
の
魅
力
を
P
R

す
る
。流
域
の
各
所
に
設
置
し
た
投
票
箱
、お
よ
び
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
投
票
を
先
行
的
に
開
始
し
、締
め
く
く
り
と
し
て

ノ
ミ
ネ
ー
ト
商
品
が
す
べ
て
一
堂
に
会
す
る「
総
選
挙
」で
投
票

を
呼
び
か
け
る
。そ
の
結
果
、広
く
支
持
さ
れ
た
商
品
に
、「
筑

後
川
ブ
ラ
ン
ド
」を
認
定
す
る
。2
0
1
9
年
度
ま
で
に
17
の

商
品
が
認
定
さ
れ
て
い
る（
図
2
）
。

こ
の
取
り
組
み
の
3
つ
の
特
徴

　
こ
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
次
の
3
点
に
あ
る
。

　
第
一
に
、こ
の
取
り
組
み
は
、市
町
村
、さ
ら
に
は
、県
の
枠
に

も
こ
だ
わ
ら
な
い
、「
流
域
」を
対
象
と
し
た「
流
域
ブ
ラ
ン
ド
」

を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
に
は
、川
の

上
流
・
中
流
・
下
流
の
つ
な
が
り
を
人
々
に
再
認
識
す
る
機
会

を
提
供
し
、流
域
と
し
て
の
一
体
感
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
。筑
後
川
流
域
に
は
、上
流
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
な
か
大
切
に
育
て
ら
れ
た
良
質
な
木
材
が
、川
の
水

運
で
運
ば
れ
、下
流
を
中
心
に
木
工
業
が
栄
え
た
と
い
う
歴
史

が
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、時
が
流
れ
る
に
つ
れ
て
、こ
う
し
た

環
境
、文
化
、社
会
、そ
し
て
、経
済
の
つ
な
が
り
は
、薄
れ
つ
つ

あ
る
。事
業
者
・
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の
流
域
に
暮
ら
す
す

べ
て
の
人
々
に
、こ
う
し
た
つ
な
が
り
に
あ
ら
た
め
て
目
を
向

け
、こ
の
流
域
に
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

　
第
二
に
、ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
市
民
参
加
型（
投
票
）で
お
こ
な

う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
大
会
で
は
、流
域

内
外
の
人
々
に
、「
応
援
し
た
い
」と
思
う
商
品
に
投
票
を
し
て

い
た
だ
き
、特
に
広
く
支
持
さ
れ
た
商
品
が「
認
定
」と
な
る
。

先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、流
域
各
地
に
設
置
し
た
投
票
箱
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、そ
し
て
、全
商
品
が
一
堂
に
会
す
る「
総
選

挙
」と
い
う
３
つ
の
投
票
方
法
が
あ
る
。そ
し
て
、こ
の
3
つ
の

投
票
方
法
の
う
ち
１
つ
で
分
野（
2
0
1
9
年
度
は「
食
品
・
飲

料
」・「
日
用
品
」・「
工
芸
品
」）の
上
位
3
位
以
内
に
入
る
と
1

ポ
イ
ン
ト
、こ
れ
が
3
ポ
イ
ン
ト
で「
認
定
」と
い
う
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
。い
わ
ゆ
る「
組
織
票
」だ
け
で
決
ま
ら
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
意
図
も
あ
る
が
、「
応
援
し
た
い
商
品
は
あ
る

け
ど
流
域
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
総
選
挙
に
は
行
け
な
い
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
苦
手
だ
け
ど
良
く
行
く
場
所
に
あ
る
投

票
箱
に
入
れ
て
応
援
し
た
い
」「
総
選
挙
で
試
食
し
た
り
実
物

に
触
れ
た
り
し
て
確
か
め
て
か
ら
投
票
し
た
い
」と
い
っ
た
、

住
ん
で
い
る
場
所
、年
齢
な
ど
を
超
え
た
、多
様
な
人
々
に
支

持
さ
れ
る
商
品
が
ブ
ラ
ン
ド
認
定
さ
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
理
由
で
あ
る
。

　
第
三
に
、流
域
の
事
業
者
・
生
産
者
と
学
生
が
チ
ー
ム
と
な

り
、協
力
し
て
P
R
を
お
こ
な
う
点
で
あ
る
。学
生
た
ち
は
、自

身
が
担
当
す
る
商
品
に
つ
い
て
、夏
休
み
に
生
産
現
場
等
を
訪

れ
、じ
っ
く
り
と
取
材
を
お
こ
な
う（
図
３
）
。そ
の
後
、商
品
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、S
N
S
や
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
し
て
い
く
。事
業
者
・
生
産
者
に
と
っ
て
は
、将
来
を
担

う
若
者
た
ち
の
素
朴
な
質
問
や
提
案
を
受
け
る
こ
と
で
、今
ま

で
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
課
題
や
新
た
な
方
向
性
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
と
な
る
。学
生
た
ち
は
、聞
き
取
る
力
に
加
え
、キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
や
商
品
紹
介
欄
の
決
め
ら
れ
た
文
字
数
の
な
か
で
コ

ン
パ
ク
ト
か
つ
的
確
に
そ
の
商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
力
が
試
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
し
て
、大
会
を
締
め
く
く
る「
総
選
挙
」

（
2
0
1
9
年
度
は
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
六
角
堂
広
場
で
開

催
）で
は
、事
業
者
・
生
産
者
の
方
と
学
生
た
ち
が
協
力
し
て
、ス

テ
ー
ジ
発
表
お
よ
び
ブ
ー
ス
出
店
を
お
こ
な
い
、最
後
の
投
票
を

呼
び
か
け
る（
図
４
）
。商
品
そ
の
も
の
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

は
あ
る
が
、こ
う
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
事
業
者
・
生
産

者
と
学
生
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
・
相
乗
効
果
を
生
み
だ
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
こ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

継
続
と
発
展
に
向
け
て

　「
筑
後
川
ブ
ラ
ン
ド
」の
取
り
組
み
は
、「
筑
後
川
・
矢
部
川
流

域
の
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
販
路
開

拓
」と
し
て
、2
0
2
0
年
2
月
14
日
付
で
、経
済
産
業
省
か

ら
、中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
の
規
定
に
基
づ
く「
地

域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
計
画
」の
認
定
を
受
け
た（
申
請

主
体
は
一
般
社
団
法
人
筑
後
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
会
）
。

2
0
1
9
年
度
は
全
国
で
唯
一（
累
計
で
6
件
目
）の
、そ
し

て
、九
州
で
は
初
の
認
定
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、今
後
5
年

間
、こ
の
取
り
組
み
は
、同
法
に
基
づ
く
様
々
な
支
援
措
置
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。流
域
の
商
品
の
掘
り
起
こ
し
、

P
R
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、筑
後
川
ブ
ラ
ン

ド
認
定
品
の
国
内
・
海
外
で
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
情
報
発

信
、販
売
促
進
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
化
し
て
い
き
た
い
。そ
し

て
、昨
今
、頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
流
域

の
地
域
経
済
の
復
興
と
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

図１－筑後川ブランド認定基準

図２－2019年度までの認定商品

図３－学生による現場取材

図４－最後の投票呼びかけ風景

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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久
留米
大学生が

Q
．御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
祖
父
が
1
9
5
3
年
久
留
米
で「
金
谷
商
事
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。今
年
で
67
年
を
迎
え
ま
す
。創
業
当
時
は
鉄
く
ず
を
回
収
し
て
販
売

し
て
い
た
の
で
す
が
、日
本
が
戦
後
の
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
く
中
で
当
社

も
中
古
の
ト
ラ
ッ
ク
の
仕
入
・
販
売
や
使
用
済
ト
ラ
ッ
ク
の
解
体
で
発
注
す

る
部
品
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
を
販
売
し
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

1
9
7
7
年
に
本
社
を
久
留
米
か
ら
鳥
栖
に
移
転
し
て
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク

の
販
売
も
中
古
車
だ
け
で
は
な
く
新
古
車
の
販
売
も
始
め
、又
ト
ラ
ッ
ク
に

係
わ
る
レ
ン
タ
ル
事
業（
カ
ネ
タ
ニ
レ
ン
タ
ル
）、板
金
塗
装（
ケ
ー
テ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
）、ト
ラ
ッ
ク
部
品
シ
ョ
ッ
プ（
ト
ラ
ッ
ク
O
a
s
i
s
サ
ン
ト

ス
）等
々
時
代
に
あ
わ
せ
て
多
角
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

株式会社カネタニ

社
長
に

き
く
!!

ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
通
じ
て
社
会
の
役
に
立
つ
！

Q
．経
営
す
る
上
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　
企
業
と
い
う
の
は
、売
り
上
げ
を
毎
年
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
今
ま
で
の
お
客
様
に
加
え
て
、い
か
に

新
規
の
お
客
様
を
増
や
し
て
い
く
か
が
大
事
な
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に

も
、会
社
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
社
員
一
人
一
人
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
や

レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

 

Q
．御
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
し
た
時
に
、パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
寄
贈
や
、あ
し
な
が
基
金
な
ど
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
の
話
は
、先
代
の
社
長
が
、学
校
に
行
く
の
に
長
距
離
で
足

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
子
ど
も
達
の
力
に
な
り
た
い
と
思

い
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
寄
付
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。あ
し
な
が
基
金
も

先
代
の
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。会
社
は
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
や
、

社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、世
の
た
め

人
の
た
め
に
お
手
伝
い
が
で
き
る
な
ら
積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。仏
教
の
言
葉
に〝
利
他
〞と
あ
る
よ
う
に
、利
他
の
精
神
で
物
事

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。利
己
ば
か
り
を
考
え
て
い

る
と
、商
売
を
す
る
に
し
て
も
人
と
の
お
付
き
合
い
を
す
る
に
し
て
も
上

手
く
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

 

Q
．御
社
な
ら
で
は
の
強
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
当
社
の
強
み
と
言
え
ば
、ト
ラ
ッ
ク
の
解
体
か
ら
販
売
買
取
、部
品
販

売
、板
金
塗
装
、ト
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
経
営
、レ
ン
タ
ル
ま
で
、ト
ラ
ッ
ク
に

★
取
材
を
終
え
て
★

　
今
回
、カ
ネ
タ
ニ
さ
ん

に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
き
、

学
生
の
う
ち
に
何
が
で

き
て
、何
を
す
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
お
話
や
、大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席

に
座
ら
せ
て
頂
く
と

い
っ
た
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
を
機
に
、こ
れ

か
ら
の
学
生
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
留
米
大
学
経
済
学
部
　
文
化
経
済
学
科井

野
　
雄
大

　
今
回
、カ
ネ
タ
ニ
さ
ん
の
取
材
で
こ
の
会
社
の
成

り
立
ち
か
ら
現
在
の
活
動
内
容
、こ
の
先
の
ビ
ジ
ョ

ン
、そ
し
て
今
、学
生
に
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。カ
ネ
タ
ニ
さ

ん
は
ト
ラ
ッ
ク
を
通
じ
て
、地
域
の
社
会
貢
献
や
世

界
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。ま
た
、学
生
で
あ
る
自
分
は
今
何
を
求

め
ら
れ
、何
を
す
べ
き
か
知
る
こ
と
も
で
き
、今
後

の
学
生
生
活
を
見
直
す
良
い
機
会
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

久
留
米
大
学
経
済
学
部
　
文
化
経
済
学
科上

野
　
右
喬

　
中
小
企
業
の
社
長
に
お
会
い
し
て
お
話
を
聴
く

機
会
は
な
か
な
か
な
い
た
め
、と
て
も
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。時
代
や
業
界
の
流
れ
と
共
に
会
社

も
変
化
さ
せ
て
い
く
柔
軟
な
姿
勢
や
、利
他
の
精
神

に
基
づ
い
た
社
会
貢
献
活
動
の
実
施
な
ど
、カ
ネ
タ

ニ
さ
ん
が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
て
、ま
た
社
会
か

ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
企
業
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、他
の
中
小

企
業
に
も
関
心
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
留
米
大
学
経
済
学
部
　
文
化
経
済
学
科船

瀬
　
健
矢

関
わ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
全
て
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

 

Q
．会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
、伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

　
当
社
で
は
ト
ラ
ッ
ク
に
関
わ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
全
て
し
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
が
、た
だ
、現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
の
整
備
だ
け
は
し
て
い
な
い
た
め
、３

年
後
の
70
周
年
を
迎
え
る
年
に
、ト
ラ
ッ
ク
の
解
体
か
ら
整
備
ま
で
様
々

な
作
業
が
行
え
る
よ
う
な
工
場
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。最
新

の
設
備
を
取
り
入
れ
、現
場
で
作
業
す
る
社
員
の
皆
が
安
全
で
働
き
や
す

い
工
場
を
作
る
の
が
夢
で
す
ね
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
、将
来
、海
外
に
も

営
業
所
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
．鳥
栖
で
経
営
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

　
何
よ
り
交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
で
す
ね
。九
州
の
東
西
南
北
へ
と
繋
が

る
中
継
地
点
で
あ
る
鳥
栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
で
、輸
送
か
ら

販
売
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、出
張
な
ど
で
遠
く

に
出
か
け
る
際
に
は
電
車
や
新
幹
線
は
も
ち
ろ
ん
、空
港
ま
で
も
素
早
く

ア
ク
セ
ス
で
き
て
便
利
で
す
し
ね
。

Q
．大
企
業
と
比
較
し
た
場
合
、中
小
企
業
の
強
み
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
か
。

　
私
を
含
め
て
社
内
の
色
々
な
意
見
交
換
が
図
り
や
す
い
こ
と
で
す
か
ね
。

大
企
業
だ
っ
た
ら
社
員
と
社
長
が
話
す
機
会
は
そ
う
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

中
小
企
業
の
場
合
、社
長
と
社
員
の

距
離
感
が
近
く
、そ
の
辺
の
垣
根
と

い
う
か
壁
が
そ
う
高
く
は
な
い
気

が
し
ま
す
。そ
の
た
め
、意
思
決
定

が
早
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。例

え
ば
何
か
あ
っ
た
時
、大
企
業
の
場

合
は
会
議
で
上
げ
て
い
っ
て
数
週

間
か
か
っ
て
決
ま
る
と
こ
ろ
が
、中

小
企
業
の
場
合
は
そ
の
日
の
う
ち

に
決
ま
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

 

Q
．御
社
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

　
一
番
は
、ど
こ
の
企
業
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、明
る
く
て
真
面
目
で
や

る
気
が
あ
る
人
で
す
ね
。当
社
は
人
と
人
と
の
間
で
ト
ラ
ッ
ク
を
買
っ
た
り

売
っ
た
り
す
る
の
が
大
き
な
事
業
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、や
っ
ぱ
り

人
間
性
が
一
番
で
す
。

 

Q
．特
別
な
資
格
や
免
許
は
必
要
で
す
か
。

　
入
社
し
て
く
る
方
の
中
に
は
、既
に
資
格
や
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
も
い

る
し
、そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。私
自
身
も
こ
の
会
社
に
入
社
し
た
時
は
普

通
自
動
車
免
許
し
か
持
っ
て
い
な
く
て
、会
社
に
入
っ
て
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
で
き
る
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。整
備
士
の
資
格
や

大
型
自
動
車
免
許
な
ど
特
別
な
資
格
は
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
け
ど
、

別
に
持
っ
て
い
な
く
て
も
、う
ち
の
会
社
に
入
っ
て
そ
れ
か
ら
資
格
は
取
っ

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
こ
と
で
す
か
ら
、入
社
時
点
で
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

Q
．最
後
に
、学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り〝
若
い
〞っ
て
こ
と
が
強
み
だ
と
思
い
ま
す
よ
。今
思
う
と
学
生

の
時
に
あ
あ
し
と
け
ば
よ
か
っ
た
、こ
う
し
と
け
ば
よ
か
っ
た
っ
て
い
う
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、こ
の
年
齢
に
な
る
と
す
ご
く
そ
れ
を
感
じ
ま
す
。だ

か
ら
、今
の
時
間
を
無
駄
に
し
て
ほ
し
く
な
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。そ
し
て
、

学
生
時
代
に
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
わ
か
る
答
え
で
は
な
く
、自
分
自
身
で
見
て
聞
い
て
感
じ
て

出
し
た
答
え
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

株式会社カネタニ
代表取締役社長

さん金谷　正永

技術相談は「ちくしん」にお願いしてみよう。 社会保険労務士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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久
留米
大学生が

Q
．御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
祖
父
が
1
9
5
3
年
久
留
米
で「
金
谷
商
事
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。今
年
で
67
年
を
迎
え
ま
す
。創
業
当
時
は
鉄
く
ず
を
回
収
し
て
販
売

し
て
い
た
の
で
す
が
、日
本
が
戦
後
の
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
く
中
で
当
社

も
中
古
の
ト
ラ
ッ
ク
の
仕
入
・
販
売
や
使
用
済
ト
ラ
ッ
ク
の
解
体
で
発
注
す

る
部
品
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
を
販
売
し
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

1
9
7
7
年
に
本
社
を
久
留
米
か
ら
鳥
栖
に
移
転
し
て
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク

の
販
売
も
中
古
車
だ
け
で
は
な
く
新
古
車
の
販
売
も
始
め
、又
ト
ラ
ッ
ク
に

係
わ
る
レ
ン
タ
ル
事
業（
カ
ネ
タ
ニ
レ
ン
タ
ル
）、板
金
塗
装（
ケ
ー
テ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
）、ト
ラ
ッ
ク
部
品
シ
ョ
ッ
プ（
ト
ラ
ッ
ク
O
a
s
i
s
サ
ン
ト

ス
）等
々
時
代
に
あ
わ
せ
て
多
角
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

株式会社カネタニ

社
長
に

き
く
!!

ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
通
じ
て
社
会
の
役
に
立
つ
！

Q
．経
営
す
る
上
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　
企
業
と
い
う
の
は
、売
り
上
げ
を
毎
年
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
く
に
は
今
ま
で
の
お
客
様
に
加
え
て
、い
か
に

新
規
の
お
客
様
を
増
や
し
て
い
く
か
が
大
事
な
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に

も
、会
社
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る
社
員
一
人
一
人
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
や

レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

 

Q
．御
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
し
た
時
に
、パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
寄
贈
や
、あ
し
な
が
基
金
な
ど
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
の
話
は
、先
代
の
社
長
が
、学
校
に
行
く
の
に
長
距
離
で
足

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
子
ど
も
達
の
力
に
な
り
た
い
と
思

い
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
寄
付
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。あ
し
な
が
基
金
も

先
代
の
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。会
社
は
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
や
、

社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、世
の
た
め

人
の
た
め
に
お
手
伝
い
が
で
き
る
な
ら
積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。仏
教
の
言
葉
に〝
利
他
〞と
あ
る
よ
う
に
、利
他
の
精
神
で
物
事

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。利
己
ば
か
り
を
考
え
て
い

る
と
、商
売
を
す
る
に
し
て
も
人
と
の
お
付
き
合
い
を
す
る
に
し
て
も
上

手
く
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

 

Q
．御
社
な
ら
で
は
の
強
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
当
社
の
強
み
と
言
え
ば
、ト
ラ
ッ
ク
の
解
体
か
ら
販
売
買
取
、部
品
販

売
、板
金
塗
装
、ト
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
経
営
、レ
ン
タ
ル
ま
で
、ト
ラ
ッ
ク
に

★
取
材
を
終
え
て
★

　
今
回
、カ
ネ
タ
ニ
さ
ん

に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
き
、

学
生
の
う
ち
に
何
が
で

き
て
、何
を
す
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
お
話
や
、大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席

に
座
ら
せ
て
頂
く
と

い
っ
た
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
を
機
に
、こ
れ

か
ら
の
学
生
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
留
米
大
学
経
済
学
部
　
文
化
経
済
学
科井

野
　
雄
大

　
今
回
、カ
ネ
タ
ニ
さ
ん
の
取
材
で
こ
の
会
社
の
成

り
立
ち
か
ら
現
在
の
活
動
内
容
、こ
の
先
の
ビ
ジ
ョ

ン
、そ
し
て
今
、学
生
に
求
め
ら
れ
る
人
材
に
つ
い

て
詳
し
く
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。カ
ネ
タ
ニ
さ

ん
は
ト
ラ
ッ
ク
を
通
じ
て
、地
域
の
社
会
貢
献
や
世

界
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。ま
た
、学
生
で
あ
る
自
分
は
今
何
を
求

め
ら
れ
、何
を
す
べ
き
か
知
る
こ
と
も
で
き
、今
後

の
学
生
生
活
を
見
直
す
良
い
機
会
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

久
留
米
大
学
経
済
学
部
　
文
化
経
済
学
科上

野
　
右
喬

　
中
小
企
業
の
社
長
に
お
会
い
し
て
お
話
を
聴
く

機
会
は
な
か
な
か
な
い
た
め
、と
て
も
貴
重
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。時
代
や
業
界
の
流
れ
と
共
に
会
社

も
変
化
さ
せ
て
い
く
柔
軟
な
姿
勢
や
、利
他
の
精
神

に
基
づ
い
た
社
会
貢
献
活
動
の
実
施
な
ど
、カ
ネ
タ

ニ
さ
ん
が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
て
、ま
た
社
会
か

ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
企
業
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、他
の
中
小

企
業
に
も
関
心
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
留
米
大
学
経
済
学
部
　
文
化
経
済
学
科船

瀬
　
健
矢

関
わ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
全
て
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

 

Q
．会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
、伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

　
当
社
で
は
ト
ラ
ッ
ク
に
関
わ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
全
て
し
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
が
、た
だ
、現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
の
整
備
だ
け
は
し
て
い
な
い
た
め
、３

年
後
の
70
周
年
を
迎
え
る
年
に
、ト
ラ
ッ
ク
の
解
体
か
ら
整
備
ま
で
様
々

な
作
業
が
行
え
る
よ
う
な
工
場
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。最
新

の
設
備
を
取
り
入
れ
、現
場
で
作
業
す
る
社
員
の
皆
が
安
全
で
働
き
や
す

い
工
場
を
作
る
の
が
夢
で
す
ね
。ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
、将
来
、海
外
に
も

営
業
所
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
．鳥
栖
で
経
営
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

　
何
よ
り
交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
で
す
ね
。九
州
の
東
西
南
北
へ
と
繋
が

る
中
継
地
点
で
あ
る
鳥
栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
で
、輸
送
か
ら

販
売
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、出
張
な
ど
で
遠
く

に
出
か
け
る
際
に
は
電
車
や
新
幹
線
は
も
ち
ろ
ん
、空
港
ま
で
も
素
早
く

ア
ク
セ
ス
で
き
て
便
利
で
す
し
ね
。

Q
．大
企
業
と
比
較
し
た
場
合
、中
小
企
業
の
強
み
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
か
。

　
私
を
含
め
て
社
内
の
色
々
な
意
見
交
換
が
図
り
や
す
い
こ
と
で
す
か
ね
。

大
企
業
だ
っ
た
ら
社
員
と
社
長
が
話
す
機
会
は
そ
う
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

中
小
企
業
の
場
合
、社
長
と
社
員
の

距
離
感
が
近
く
、そ
の
辺
の
垣
根
と

い
う
か
壁
が
そ
う
高
く
は
な
い
気

が
し
ま
す
。そ
の
た
め
、意
思
決
定

が
早
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。例

え
ば
何
か
あ
っ
た
時
、大
企
業
の
場

合
は
会
議
で
上
げ
て
い
っ
て
数
週

間
か
か
っ
て
決
ま
る
と
こ
ろ
が
、中

小
企
業
の
場
合
は
そ
の
日
の
う
ち

に
決
ま
る
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

 

Q
．御
社
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

　
一
番
は
、ど
こ
の
企
業
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、明
る
く
て
真
面
目
で
や

る
気
が
あ
る
人
で
す
ね
。当
社
は
人
と
人
と
の
間
で
ト
ラ
ッ
ク
を
買
っ
た
り

売
っ
た
り
す
る
の
が
大
き
な
事
業
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、や
っ
ぱ
り

人
間
性
が
一
番
で
す
。

 

Q
．特
別
な
資
格
や
免
許
は
必
要
で
す
か
。

　
入
社
し
て
く
る
方
の
中
に
は
、既
に
資
格
や
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
も
い

る
し
、そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。私
自
身
も
こ
の
会
社
に
入
社
し
た
時
は
普

通
自
動
車
免
許
し
か
持
っ
て
い
な
く
て
、会
社
に
入
っ
て
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
で
き
る
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。整
備
士
の
資
格
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大
型
自
動
車
免
許
な
ど
特
別
な
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あ
る
に
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し
た
こ
と
は
な
い
け
ど
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に
持
っ
て
い
な
く
て
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ち
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社
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て
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っ

て
も
ら
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ん
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Q
．最
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に
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生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
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し
ま
す
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時
に
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あ
し
と
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ば
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う
し
と
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ば
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か
っ
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っ
て
い
う
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と
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っ
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の
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す
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て
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学
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経
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ッ
ト
で
す
ぐ
わ
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る
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で
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て
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出
し
た
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え
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
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株式会社カネタニ
代表取締役社長

さん金谷　正永

技術相談は「ちくしん」にお願いしてみよう。 社会保険労務士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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就職ではなく独立を選ぼうとした理由

実際にやっていること

次世代を担う人づくり

　皆さんには「夢」はありますか？はっきりこれ！という人もいれば漠然としている人も

いると思います。ちなみに僕の夢は「いいお父さんになること」です。別に子供がいるわ

けでもなく、今のところ結婚の予定もありませんが、夢だけでも持たせてください^_^

　いいお父さんと言っても人それぞれ基準が違うと思いますが、僕が考えるいいお父さ

んとは、経済的に余裕があるお父さん、時間的に余裕があるお父さんです。

　まず、経済的に余裕が欲しいと思った理由は、子供が〇〇したいと言って来た時にプラ

スになるようなことなら迷わず挑戦して経験を沢山積んで欲しいと思ったからです。経

験は誰にも奪われることはありませんし、挑戦して、失敗する→その失敗から成功に向けて自分なりに対策を練る。目

標を達成するにはこれをするしかなく、これができれば、人間としてかなり強くなります。沢山挑戦して、失敗して、成

功して、喜んで、楽しくやっていって欲しいと思っています。また、同じように僕にもやりたいことが山ほどあるので自

分にも使いたいと思っています。

　次に、時間的な余裕が欲しい理由が、これも子供ができたら、最大限子供に時間を使いたいからです。もちろんお世話

もしたいですし、学校から帰って来てキャッチボールしようと言われれば喜んでします。また、もし部活に入ったら練習

に集中できるようにいつでも送り迎えしたり、試合に応援にも行きたいです。ただの親バカですが。。。

　こう思うようになったのも僕の親が僕のために自分の時間を割いてまで僕がやりやすいように必死で努力してくれ

たからです。そのおかげですごく良い思いをさせてもらったので次は僕の子供にそんな思いをして欲しいと思ってい

ます。長くなりましたが、これが僕の夢、「いいお父さん」です。

　僕が就職ではなく雇われない働き方を選ぼうとした理由。それは

就職すると自分の夢を叶えられない。そう感じたからです。

　時間に関して、雇われるということは、自分の時間を会社に売る

代わりに給料をもらうことができます。きつい仕事、もしくは長く

働けば多く給料をもらうことができると思いますが、それでは自由

な時間がなくなります。さらに、長く働くといっても時間は有限な

ので必ずいただく給料には限界があります。

　経済に関して、皆さんはキャッシュフロー・クワドラントという考

え方をご存知でしょうか？「金持ち父さんのキャッシュフロー・クワ

ドラント」という本で紹介されている考え方で、職業を大きく４つに

分けて、「お金を得る仕組みの違い」などについて書かれています。

４つの職業とは、Ｅ（従業員）、Ｓ（自営業）、Ｂ（ビジネスオーナー）、Ｉ

（投資家）でこちら※がその画像ですね。

③Ｂ（右上）は、ビジネスオーナーです。1以下の働きで100以上の対価を得ます。特徴

は、会社の立ち上げに動いたり、自分がいなくても収入を得る仕組みができていたり

することです。

④Ｉ（右下）は、投資家です。お金を働かせてお金を得ます。特徴は、資産を買うことが中心

で、自分はお金を提供するだけということです。

　　就職して会社員になると左上のE（従業員）の部分になります。働く時間と対価がイ

コールです。Sの自営業はなんとなくイメージつくかと思いますが。BとIの部分、ここ

はなかなか触れることはないかと思います。僕もこの二つがどのようなものなのか想像がつきません。

　　このキャッシュフロー・クワドラントはE,Sの左側とB,Iの右側という見方をします。簡単に言うと、左側は「自分自

身が働く」右側は「自分以外が働いて対価を得る」というような感じです。実はこのキャッシュフロー・クワドラントに

は衝撃の事実が隠されていて、なんと世界経済の8割を握っているのは右側に属する人たちです。残りの2割を左側

の人たちが握っています。さらに、人口で見てみると、右側の人たちは世界人口の2割しかいないのに対して、左側の

人たちは世界人口の8割もいるのです。要するに、左側は「世界経済の2割を世界人口の8割の人たちが分け合ってい

る」のです。反対に言うと右側は「世界経済の8割を世界人口の2割の人たちで握っている」のです。

　　これを知った時に、右側に行くことができれば夢を叶えるチャンスがあると思いました。もともと公務員になるた

めに大学に進学しましたが、今は「右側の人」として働くために様々なことに挑戦しながら、先輩方に色々と学ばさせ

ていただいています。

①Ｅ（左上）は、従業員です。10働いたら10の対価を得ます。特徴は、だれかに雇われていたり、給料が決まっていたりす

ることです。

②Ｓ（左下）は、自営業です。10働いたら20以上の対価を得ます。特徴は、自分で自分を雇っていたり、働いた分だけ稼げ

たりすることです。ただし、自分が働かないと稼ぎはゼロになりますし、自分がいないと仕事としては機能しなさそ

うです。

　僕は今「右側の人」として働くために様々なことに挑戦しています。自分が実際にやっていることは色々な人に会っ

ていく中で出会った先輩方のお仕事の手伝いやイベントの開催、オンラインでのベースボールコーチングなどです。そ

れから、「久留米学生イノベーションネットワークＬｉＮＫ」にも学生メンバーとして参加をし、課題解決のアイデアを出し

たり、そのアイデアを実践したりしながら様々な経験をして夢を実現できるように意識して生活しています。

　やはり、自分で何かをするというのは今までやったことないことばかりなのでなかなか前進しません。でもそれは当

たり前のことなので、「できないんじゃないかな」とかネガティブなことは全く感じません。むしろ、教わっている先輩方

が才能のない僕をすごく可愛がってくださるのでモチベーション高く取り組むことができます。そんな環境にいさせ

てもらえるのは大変ありがたく、人としての魅力を磨きながら、楽しむことは忘れず、必ず結果を出して恩返ししたい

と思っています。

　今回こちらのページを担当させていただきありがとうございました。

　今までなんとなく考えてはいても文字におこすことはしていなかったので、今

回改めて自分が考えていることを自分で理解することができました。皆さんも一

度、自分はどうなりたいのか整理して、今やっていることが本当に自分に合って

いるのか見つめ直すことも必要ではないかなと思います。

　僕は夢を叶えるためにどういう働き方をしたら良いか考えた結果、独立という

形になったのでこれから誰よりも努力して夢を叶えたいと思います。

感　想

～大学生の編集者体験～
僕が独立を考えるきっかけとなった夢

プロフィール
久留米大学 法学部
法律学科 4年生
小川　大夢

※「金持ち父さんのキャッシュフロー・クワドラント」
　25ページの図を引用

LiNK（久留米学生イノベーションネットワーク）は、久留米という繋がりを持つ学生達

が、学校・分野の垣根を越えて集い、連携して運営する学生起業コミュニティです（Ｒ

1.12.3設立）。起業に向けた一連の学びとビジネスの実践を通して、一人ひとりが自身

の夢・将来を描き、実現することを目指して活動しています。

LiNKでは、メンバーを募集しています。久留米市内の学校に通う学生か、久留米市在住の

学生であることが要件です。興味がある方は、HP（http://link-kurume.com）からご連

絡ください。

住宅ローン・その他のローンは「ちくしん」に相談してみよう。 インターンシップの受け入れは「ちくしん」に相談してみよう。
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参加したことがある
12%

参加するつも

りである
66%

参加するつも

りはない
5%

参加しなかった
17%

1日 7%

47%

1週間
40%

それ以上 6%

2

19

41

47

69

69

92

105

その他

内定に直結することが多いため

特定の企業をよく知るため

自分の適性を知るため

視野を広げるため

2～3日

2

20

31

47

48

48

98

107

その他

アルバイト・パートの業務の一部を経験する

ワークやディスカッション

職場や工場の見学

直接社員に質問できる質問会など

社員に同席・同行する

社員の業務の一部を経験する

業界や企業の説明を受ける

志望する業界・職種を明確にするため

自分のやりたいことを見つけるため

より社会人に近い経験を積むため

11

14

18

27

41

105

その他

ライン（タイムライン）

フェイスブック

ユーチューブ（動画）

インスタグラム

ツイッター

3

27

27

39

63

71

97

その他

口コミサイトや口コミ検索で企業を調べる

企業の運営するSNSやブログを確認する

大学の就職課に相談する

合同就職説明会などの話を聞きに行く

リクナビ・マイナビ

企業のホームページを確認する

8

12

18

36
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48

その他

1～3年

10年～20年

3～5年

5～10年

20年以上

5

15

20

24

26

49

67
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その他

内定までに時間がかかる

服装・マナーがわからない

お金がかかる

履歴書の書き方がわからない

働く姿が想像できない

面接で緊張する

自分にあう企業・職種がわからない

インターンシップには参加する？

インターンシップはどれくらいの期間が適当？

なぜインターンシップに参加するの？

インターンシップでは何をしたい？

就職活動での悩みはなに？

～久留米大学生の就職活動～
　久留米大学生162名を対象に、「就職活動」についてのアンケート調査を実施しました。（複数回答や無回答が含まれるた

め、必ずしも100％にならない場合があります。）

１日は短い！１週間以上は長すぎる！
インターンシップについて、適切な期間は「2

～3日（47％）」と回答した学生が最も多く、次

いで「1週間（40％）」となり、2日～1週間で約

9割を占めました。

自分探し＞スキルアップ・内定
インターンシップへの参加目的を調査する

と、志望を明確にしたい、視野を広げたい、適

性を知りたいといった回答が多くを占めま

した。スキルアップや内定といった具体的な

成果よりも、まだまだ漠然と自分探しをした

いといった回答が多くを占めました。

この傾向は低学年、高学年に関わらず同様の

結果が得られています。

みんな自分にあう仕事がしたい！
就職活動での悩みとして最も多いのは、「自分にあ

う企業・職種がわからない（120）」で全体の37％

を占めました。次いで、「面接で緊張する（67）」、

「働く姿が想像できない（49）」となりました。

自分にあう、あわないはさておき、自分のやりたい

ことをやるという大学生はあまり多くないよう

です。企業からみると、大学生から、いかに具体的

に業務のイメージをもってもらうか、が新卒採用

における課題になりそうです。
約８割はインターンシップに参加！
インターンシップについて、「参加するつもり」と回答し

た学生は全体の66％で、すでに参加したことがある学生

（12％）との合計は78％となりました。いまでは就職活動

の一環としてインターンシップに参加することが多いよ

うです。2年生でありながら、すでに5回も参加したと回答

した学生もいました。

自分探しにつながることをしたい！
インターンシップで何をしたいのかを調査

すると、「業界や企業の説明を受ける（107）」

と「社員の業務の一部を経験する（98）」の2

つで51％と回答の過半数を占めました。業

界や企業を知り、実際に仕事をやってみるこ

とで「自分探し」をしたいと考え、インターン

シップに臨んでいる学生が多いようです。

ＳＮＳ等で企業に関する情報を収集するとき、具体的には何をみてる？

ツイッターからの情報発信が○！
企業情報の収集に使われているSNSとして

は、「ツイッター（105）」が圧倒的に多く、全体

の49％と約半数を占めました。次いで、「イン

スタグラム（41）」、「ユーチューブ（27）」となり

ました。

平成30年11月に調査・公表した「消費のきっか

けとなるSNS」でも、1位ツイッター、2位イン

スタグラムとなっており、ツイッターの有効活

用が今後の成長の鍵になるかもしれません。

どうやって就職希望先企業の情報を集めているの？

採用を増やすホームページづくりを！
大学生は就職希望先企業の情報を企業の

ホームページから集めていることが多い

ようです。ホームページは、紙媒体と比べ

るとはるかに多くの情報を発信できます。

就職活動中の学生から見られている、と

いう前提でホームページを作ったり、見

直したりすることも検討する必要がある

かもしれません。

就職したところでどのくらい勤めるつもり？

意外にも学生は長く勤めるつもり！
最近の若者はそもそも長く務めるつもりがない、なんて

ことはありません。当金庫の調査によると、「20年以上

勤めるつもり（30％）」が最も多いという結果になりま

した。次いで「5～10年（25％）」、「3～5年（22％）」となり

ました。平成30年版子供・若者白書（内閣府）によると、

初職の離職理由は、1位「仕事があわなかったため

（43.4％）」、2位「人間関係がよくなかったため

（23.7％）」となっています。入社してもらう前に業務内

容や社風等も含めて、よく知ってもらうことが早期離職

の回避には重要です。

ホンネ久留米大学生にきく！若者の

年金は「ちくしん」に相談してみよう。 自社PRは「ちくしん」に相談してみよう。
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47%

1週間
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9割を占めました。

自分探し＞スキルアップ・内定
インターンシップへの参加目的を調査する

と、志望を明確にしたい、視野を広げたい、適

性を知りたいといった回答が多くを占めま
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いう前提でホームページを作ったり、見

直したりすることも検討する必要がある

かもしれません。
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さん

山口製材所

山口製材所
代表

さん山口　和大

有限会社　坂田織物

有限会社　坂田織物
代表取締役

坂田　和生

会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
ま
だ
ま
だ「
絣
」そ
の

も
の
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、2
0
2
0
年
1
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
大
学
生
に「
絣
」

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
卵
な
の
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
て

い
く
こ
と
で
、「
絣
」の
良
さ
を
広
め
て
く
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

★
今
後
、会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
久
留
米
絣
を
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
方
に
も
も
っ
と
広
く

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、絣
を 

〝
つ
く
る
〞

体
制
を
維
持
・
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。絣
が
出

来
上
が
る
ま
で
に
は
お
よ
そ
30
の
工
程
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
に
は
熟
練
の
技
術
が
必
要
で
す
。そ
の
よ
う
な
熟
練
の
技
術
を

持
っ
た
職
人
が
い
な
く
な
る
と
久
留
米
絣
の
伝
統
も
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、弊
社
で
は
業
界
を
一
度
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
80

歳
の
職
人
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
、若
手
に
長
年
の

技
術
を
継
承
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、敷
地
内
の
倉
庫
に
所
有
す
る
手
織
り
機
や
年
代
物
の
自

動
機
織
り
機
な
ど
を
展
示
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。気
軽
に
久
留
米
絣
に
触
れ
合
え
る
機
会
を
提
供

★
御
社
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
1
9
4
8
年
、今
か
ら
72
年
前
に
祖
父
が
久
留
米
絣
の
織
物
作

り
を
始
め
た
の
が
弊
社
の
始
ま
り
で
す
。父
が
2
代
目
社
長
と
し

て
祖
父
の
跡
を
継
ぎ
、3
年
前
に
私
が
3
代
目
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。創
業
当
初
は
、織
物
を
問
屋
さ
ん
に
販
売
す
る
製
造
卸
で

し
た
が
、今
で
は「
か
す
り
の
里
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
あ

げ
、絣
を
使
っ
た
シ
ャ
ツ
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
、日
傘
、バ
ッ
グ
、帽
子

な
ど
の
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
御
社
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
自
社
工
場
で
織
っ
た
絣
の
反
物
や
、絣
を
使
っ
た
商
品
を
問
屋

さ
ん
や
国
内
の
百
貨
店
、セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
販
売
し
て

い
ま
す
。2
0
1
7
年
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
商
談

し
た
い
で
す
ね
。

★
大
企
業
と
比
べ
た
中
小
企
業
の
強
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
弊
社
で
は
、社
員
全
員
が
商
品
企
画
の
提
案
を
行
い
ま
す
。社

員
自
身
が
作
り
た
い
も
の
を
提
案
し
、そ
れ
を
商
品
化
し
て
い
ま

す
。自
ら
の
意
見
や
企
画
が
商
品
と
し
て
お
店
で
売
ら
れ
た
り
、

お
客
さ
ま
の
満
足
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い

も
の
で
す
。社
員
み
ん
な
が
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
く
れ

て
、ま
た
良
い
企
画
を
提
案
し
て
き
て
く
れ
る
、そ
ん
な
好
循
環

が
起
き
や
す
い
の
は
中
小
企
業
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

★
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
購
入
す
る
商
品
が
、ど
こ
で
、ど
ん
な
材
料
で
、ど
ん

な
機
械
が
使
わ
れ
、ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
、な
ど

を
想
像
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。購
入
す
る
商
品
の
本
当
の

良
さ
や
価
値
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、も

の
づ
く
り
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。も

の
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、私
た
ち
作
り
手
に

と
っ
て
は
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
。

地
元
経
営
者
に
き
く
!

木（
丸
太
）の
買
付
は
苦
労
し
ま
し
た
。

★
御
社
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
だ
わ
り
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　
建
築
会
社
様
な
ど
か
ら
材
木
の
注
文
を
い
た
だ
き
、丸
太
か
ら

角
材
や
板
材
を
作
る
製
材
が
主
な
事
業
で
、売
上
の
9
割
が
戸
建

て
住
宅
向
け
で
す
。弊
社
で
は
、家
一
軒
分（
土
台
・
柱
・
桁
・
梁
・
垂

木
・
板
な
ど
）に
使
う
材
木
は
、原
木
市
場
で
取
り
扱
わ
な
い
規
格

外
の
長
尺
も
の
も
含
め
て
何
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
材
は
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
が
、そ
の
乾

燥
方
法
は
自
然
乾
燥
と
人
工
乾
燥
が
あ
り
、弊
社
で
は「
木
」本
来

の
性
質
を
損
な
わ
な
い
自
然
乾
燥
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

★
今
後
、会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
日
本
の
国
土
の
約
7
割
は
森
林
で
、昔
か
ら
日
本
人
に
と
っ
て

「
木
」は
身
近
な
も
の
で
す
。し
か
し
、「
山
」は
手
入
れ
が
な
さ
れ

ず
、荒
れ
た
状
態
だ
と
、保
水
力
が
低
下
し
て
山
崩
れ
の
原
因
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。木
を
伐
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、成
長
し
た
木
は
伐
り
、伐
っ
た
後
に
植
林
し
、そ

し
て
適
切
に
手
入
れ
を
し
て
、伐
採
期
を
迎
え
た
ら
伐
る
と
い
う

サ
イ
ク
ル
が
大
事
な
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
で
、〝
元
気
な
山
〞を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
に
携
わ
っ
て
い
け

れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
大
企
業
と
比
べ
た
中
小
企
業
の
強
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
小
回
り
が
利
く
こ
と
と
全
員
営
業
だ
と
思
い
ま
す
。大
量
生
産

は
で
き
ま
せ
ん
が
、お
客
様
か
ら
の
要
望
に
素
早
く
対
応
し
、ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
こ
と
が
第
１
の
強
み
で
す
。そ

れ
か
ら
製
材
を
担
う
従
業
員
も
含
め
て
全
員
が
営
業
を
で
き
る

こ
と
が
第
２
の
強
み
で
す
。取
引
先
へ
部
材
納
品
に
訪
問
し
た
際

★
御
社
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
明
治
29
年
に
創
業
し
、私
で
5
代
目
に
な
り
ま
す
。初
代
は
も

と
も
と
山
か
ら
木
を
切
り
出
す
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、一
念

発
起
し
製
材
業
を
始
め
、代
々
受
け
継
い
で
き
て
い
ま
す
。今
年

で
創
業
1
2
4
年
目
、良
質
な
建
築
材
を
生
み
出
す
製
材
所
と
い

う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、久
留
米
市
の
建
築
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

父
が
大
病
を
患
い
、1
年
で
辞
め
て
実
家
に
戻
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
1
年
数
か
月
父
の
も
と
で
働
き
ま
し
た
が
、私
が
25
歳
の
時

に
父
が
他
界
し
、そ
の
ま
ま
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。製
材
の
仕
事
に

関
し
て
は
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
父
の
仕
事
を
見
て
育
っ
て
き
ま
し

た
し
、学
生
時
代
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
兼
ね
て
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
の
で
戸
惑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、経
験
の
な
い
原

は
、何
か
困
り
ご
と
は
な
い
か
と
情
報
収
集
を
し
て
き
て
く
れ
ま

す
。大
企
業
で
は
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
の
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

★
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
ま
ず
は
、
様
々
な
こ
と
に〝
興
味
〞を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。山
に
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
実
際
に
山
を
見
て
み
よ
う
と〝
行

動
〞す
る
、
そ
こ
で
何
か
の〝
気
づ
き
〞が
あ
る
。そ
ん
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
だ
わ
り
の
「
自
然
乾
燥
」、

取
引
先
の
注
文
に
応
え
る
製
材
を
行
う
！

地
元
経
営
者
に
き
く
!

山口製材所

久
留
米
絣
の
伝
統
を
承
継
し
、

絣
の
良
さ
を
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
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さん

山口製材所

山口製材所
代表

さん山口　和大

有限会社　坂田織物

有限会社　坂田織物
代表取締役

坂田　和生

会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
ま
だ
ま
だ「
絣
」そ
の

も
の
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、2
0
2
0
年
1
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
大
学
生
に「
絣
」

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
卵
な
の
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
て

い
く
こ
と
で
、「
絣
」の
良
さ
を
広
め
て
く
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

★
今
後
、会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
久
留
米
絣
を
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
方
に
も
も
っ
と
広
く

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、絣
を 

〝
つ
く
る
〞

体
制
を
維
持
・
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。絣
が
出

来
上
が
る
ま
で
に
は
お
よ
そ
30
の
工
程
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
に
は
熟
練
の
技
術
が
必
要
で
す
。そ
の
よ
う
な
熟
練
の
技
術
を

持
っ
た
職
人
が
い
な
く
な
る
と
久
留
米
絣
の
伝
統
も
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、弊
社
で
は
業
界
を
一
度
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
80

歳
の
職
人
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
、若
手
に
長
年
の

技
術
を
継
承
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、敷
地
内
の
倉
庫
に
所
有
す
る
手
織
り
機
や
年
代
物
の
自

動
機
織
り
機
な
ど
を
展
示
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
作
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。気
軽
に
久
留
米
絣
に
触
れ
合
え
る
機
会
を
提
供

★
御
社
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
1
9
4
8
年
、今
か
ら
72
年
前
に
祖
父
が
久
留
米
絣
の
織
物
作

り
を
始
め
た
の
が
弊
社
の
始
ま
り
で
す
。父
が
2
代
目
社
長
と
し

て
祖
父
の
跡
を
継
ぎ
、3
年
前
に
私
が
3
代
目
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。創
業
当
初
は
、織
物
を
問
屋
さ
ん
に
販
売
す
る
製
造
卸
で

し
た
が
、今
で
は「
か
す
り
の
里
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
あ

げ
、絣
を
使
っ
た
シ
ャ
ツ
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
、日
傘
、バ
ッ
グ
、帽
子

な
ど
の
販
売
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
御
社
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
自
社
工
場
で
織
っ
た
絣
の
反
物
や
、絣
を
使
っ
た
商
品
を
問
屋

さ
ん
や
国
内
の
百
貨
店
、セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
販
売
し
て

い
ま
す
。2
0
1
7
年
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
商
談

し
た
い
で
す
ね
。

★
大
企
業
と
比
べ
た
中
小
企
業
の
強
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
弊
社
で
は
、社
員
全
員
が
商
品
企
画
の
提
案
を
行
い
ま
す
。社

員
自
身
が
作
り
た
い
も
の
を
提
案
し
、そ
れ
を
商
品
化
し
て
い
ま

す
。自
ら
の
意
見
や
企
画
が
商
品
と
し
て
お
店
で
売
ら
れ
た
り
、

お
客
さ
ま
の
満
足
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い

も
の
で
す
。社
員
み
ん
な
が
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
く
れ

て
、ま
た
良
い
企
画
を
提
案
し
て
き
て
く
れ
る
、そ
ん
な
好
循
環

が
起
き
や
す
い
の
は
中
小
企
業
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

★
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
購
入
す
る
商
品
が
、ど
こ
で
、ど
ん
な
材
料
で
、ど
ん

な
機
械
が
使
わ
れ
、ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
、な
ど

を
想
像
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。購
入
す
る
商
品
の
本
当
の

良
さ
や
価
値
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、も

の
づ
く
り
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。も

の
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、私
た
ち
作
り
手
に

と
っ
て
は
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
。

地
元
経
営
者
に
き
く
!

木（
丸
太
）の
買
付
は
苦
労
し
ま
し
た
。

★
御
社
の
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
だ
わ
り
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　
建
築
会
社
様
な
ど
か
ら
材
木
の
注
文
を
い
た
だ
き
、丸
太
か
ら

角
材
や
板
材
を
作
る
製
材
が
主
な
事
業
で
、売
上
の
9
割
が
戸
建

て
住
宅
向
け
で
す
。弊
社
で
は
、家
一
軒
分（
土
台
・
柱
・
桁
・
梁
・
垂

木
・
板
な
ど
）に
使
う
材
木
は
、原
木
市
場
で
取
り
扱
わ
な
い
規
格

外
の
長
尺
も
の
も
含
め
て
何
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
材
は
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
が
、そ
の
乾

燥
方
法
は
自
然
乾
燥
と
人
工
乾
燥
が
あ
り
、弊
社
で
は「
木
」本
来

の
性
質
を
損
な
わ
な
い
自
然
乾
燥
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

★
今
後
、会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
日
本
の
国
土
の
約
7
割
は
森
林
で
、昔
か
ら
日
本
人
に
と
っ
て

「
木
」は
身
近
な
も
の
で
す
。し
か
し
、「
山
」は
手
入
れ
が
な
さ
れ

ず
、荒
れ
た
状
態
だ
と
、保
水
力
が
低
下
し
て
山
崩
れ
の
原
因
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。木
を
伐
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、成
長
し
た
木
は
伐
り
、伐
っ
た
後
に
植
林
し
、そ

し
て
適
切
に
手
入
れ
を
し
て
、伐
採
期
を
迎
え
た
ら
伐
る
と
い
う

サ
イ
ク
ル
が
大
事
な
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ

と
で
、〝
元
気
な
山
〞を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
に
携
わ
っ
て
い
け

れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
大
企
業
と
比
べ
た
中
小
企
業
の
強
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か

　
小
回
り
が
利
く
こ
と
と
全
員
営
業
だ
と
思
い
ま
す
。大
量
生
産

は
で
き
ま
せ
ん
が
、お
客
様
か
ら
の
要
望
に
素
早
く
対
応
し
、ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
こ
と
が
第
１
の
強
み
で
す
。そ

れ
か
ら
製
材
を
担
う
従
業
員
も
含
め
て
全
員
が
営
業
を
で
き
る

こ
と
が
第
２
の
強
み
で
す
。取
引
先
へ
部
材
納
品
に
訪
問
し
た
際

★
御
社
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
明
治
29
年
に
創
業
し
、私
で
5
代
目
に
な
り
ま
す
。初
代
は
も

と
も
と
山
か
ら
木
を
切
り
出
す
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、一
念

発
起
し
製
材
業
を
始
め
、代
々
受
け
継
い
で
き
て
い
ま
す
。今
年

で
創
業
1
2
4
年
目
、良
質
な
建
築
材
を
生
み
出
す
製
材
所
と
い

う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、久
留
米
市
の
建
築
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

父
が
大
病
を
患
い
、1
年
で
辞
め
て
実
家
に
戻
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
1
年
数
か
月
父
の
も
と
で
働
き
ま
し
た
が
、私
が
25
歳
の
時

に
父
が
他
界
し
、そ
の
ま
ま
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。製
材
の
仕
事
に

関
し
て
は
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
父
の
仕
事
を
見
て
育
っ
て
き
ま
し

た
し
、学
生
時
代
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
兼
ね
て
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
の
で
戸
惑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、経
験
の
な
い
原

は
、何
か
困
り
ご
と
は
な
い
か
と
情
報
収
集
を
し
て
き
て
く
れ
ま

す
。大
企
業
で
は
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
の
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

★
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
ま
ず
は
、
様
々
な
こ
と
に〝
興
味
〞を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。山
に
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
実
際
に
山
を
見
て
み
よ
う
と〝
行

動
〞す
る
、
そ
こ
で
何
か
の〝
気
づ
き
〞が
あ
る
。そ
ん
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
い
く
つ
も
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
だ
わ
り
の
「
自
然
乾
燥
」、

取
引
先
の
注
文
に
応
え
る
製
材
を
行
う
！

地
元
経
営
者
に
き
く
!

山口製材所

久
留
米
絣
の
伝
統
を
承
継
し
、

絣
の
良
さ
を
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
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は
、福
岡
市
中
心
部
を
一
時
期
考
え
ま
し
た
が
、実
際

に
は
家
賃
、人
件
費
な
ど
運
営
コ
ス
ト
が
非
常
に
か
か

り
、幸
せ
に
な
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
ん

な
時
に
、以
前
よ
り
休
み
の
度
に
何
度
も
遊
び
に
行
っ

て
い
た「
う
き
は
市
」が
頭
に
う
か
び
ま
し
た
。食
材
は

豊
富
に
あ
り
ま
す
し
、何
よ
り
、地
元
の
人
達
の
の
ん

び
り
と
し
て
い
て
明
る
い
感
じ
が
と
て
も
居
心
地
が

よ
く
、他
所
者
に
も
気
さ
く
に
接
し
て
く
れ
る
市
民
性

を
見
て
、私
の
飲
食
店
を
経
営
す
る
環
境
と
し
て
最
適

だ
と
思
い
ま
し
た
。実
際
に
正
解
で
し
た
！

Ｑ
．起
業
す
る
と
き
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
か

Ａ
．「
店
舗
造
り
」が
大
き
な
課
題
で
し
た
。自
分
の
店
は

自
分
で
造
る
の
が
当
然
だ
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の

で
、自
身
の
手
で
内
装
工
事
を
し
ま
し
た
。大
変
で
し

た
が
、と
て
も
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。こ
の
店
舗
造

り
を
や
り
き
っ
た
事
に
よ
り
、今
後
の
店
舗
運
営
に
繋

が
る
精
神
力
が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。今
振
り
返
っ
て

も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。加
え

て
、電
気
、排
水
等
の
専
門
業
者
の
方
々
な
ど
地
元
の

様
々
な
人
々
と
知
り
合
う
事
も
出
来
ま
し
た
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

Ａ
．サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
が
メ
イ
ン
の
食
堂
で
す

が
、う
き
は
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
サ
ラ
ダ
や

季
節
野
菜
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
、農
産
物
の
豊
か
な
う

き
は
の
地
の
利
を
活
か
し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
ま

す
。自
店
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、可
能
な
限
り
う
き
は
の
も
の
を
使
っ

て
手
作
り
し
て
い
ま
す
。私
一
人
で
妥
協
せ
ず
に
納
得

で
き
る
品
質
の
料
理
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、メ

ニ
ュ
ー
は
今
現
在
3
つ
に
絞
り
込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、な

ぜ
こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か

Ａ
．母
親
が
と
て
も
料
理
好
き
で
、私
も
そ
の
影
響
で
、コ
ッ
ク
に
な
る
と

決
め
ま
し
た
。「
将
来
は
定
食
屋
を
し
た
い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、26

歳
ま
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
、若
さ
を
楽
し
ん
だ
後
は
、専
門
学
校
に
通
い

な
が
ら
飲
食
店
に
勤
務
し
て
、経
験
を
積
み
ま
し
た
。出
店
場
所
に
つ
い
て

ふたつの彗星

代表

さん さん淡路　章弘

次世代
経営者にきく!!

「人の役に立ちたい」という想いで、「ふたつの彗星」

を経営されている淡路章弘さんにインタビューしま

した。

で
す
か

Ａ
．モ
ッ
ト
ー
と
し
て「
人
の
役
に
立
つ
」が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。自
分
の
好
き
な
事
を
し
て
地
域
社
会

に
貢
献
し
、そ
の
対
価
を
頂
け
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
ん

な
に
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
1
0
年
の
ち

の
超
々
高
齢
化
社
会
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
く
の
か

を
私
に
出
来
る「
食
」を
通
し
て
考
え
て
い
ま
す
。そ
の

中
で「
中
食
」は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
す
か

Ａ
．一
言
で
い
え
ば
、「
自
由
」に
な
り
ま
し
た
。特
に
私

は
一
人
で
営
業
し
て
い
ま
す
か
ら
、私
の
判
断
が
お
店

の
判
断
で
す
。良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
1
0
0
％
自

分
の
お
か
げ
で
す
し
、自
分
の
せ
い
に
も
な
り
ま
す
。

人
の
せ
い
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
重
さ
が
あ
る
一

方
で
、お
客
様
か
ら
褒
め
ら
れ
た
と
き
の
嬉
し
さ
は
勤

め
て
い
た
頃
に
は
な
い
程
に
大
き
く
、や
り
が
い
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。時
間
的
な「
自
由
」と
は
少
し
違
い
ま

す
が
、本
当
の
意
味
で「
自
由
」に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。起
業
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
、好
き
な
こ
と
を

通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
ト
ラ
ッ
ク
に
特
化

し
た
事
業
を
起
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
．起
業
す
る
と
き
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か

Ａ
．起
業
す
る
と
き
は
、実
績
が
な
い
の
で
信
用
が
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
中
で
、ど
う
や
っ
て
お
客
さ

ま
に
取
引
を
開
始
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
し
た
。で

も
、あ
ま
り
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、何
度
も
取
引
の

お
願
い
に
足
を
運
び
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

伝
え
る
こ
と
に
徹
し
た
結
果
、大
手
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん

を
含
め
て
、今
の
お
客
さ
ま
方
に
取
引
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

Ａ
．お
客
さ
ま
の
ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り
し
て
点
検
・

整
備
・
車
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ト
ラ
ッ
ク

の
用
途
に
適
し
た
使
い
や
す
い
仕
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に
仕
上
げ
る
た

め
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改
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る
架
装
も
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っ
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ま
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ず
れ
の
仕

事
で
も
お
客
さ
ま
の
ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り

し
て
い
る
間
は
、お
客
さ
ま
は
事
業
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で
き
ま
せ

ん
。そ
う
考
え
る
と
、当
店
が
ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り

し
て
い
る
期
間
は
、短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
、お
客
さ
ま

の
事
業
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、安
全
で
あ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

い
た
だ
い
た
仕
事
は
責
任
を
持
っ
て
、で
き
る
だ
け
早

く
、高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
で
完
遂
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、

一
つ
一
つ
の
仕
事
の
評
価
が
次
の
仕
事
に
つ
な
が
る

こ
と
を
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

Ａ
．現
在
は
九
州
運
輸
局
の
認
証
工
場
で
す
が
、こ
れ

か
ら
3
年
の
内
に
指
定
工
場
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。指
定
工
場
に
な
る
と
自
社
工
場
で
車
検
を
す

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、な
ぜ

こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か

Ａ
．私
は
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
上
京
し
ま
し
た
。数
年
間
、東
京
で
物
流

や
営
業
の
仕
事
を
経
験
し
、23
歳
の
時
に
地
元
筑
後
市
に
帰
省
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
地
元
の
企
業
に
勤
め
、車
両
整
備
を
学
び
ま
し
た
。も
と
も
と
車

が
好
き
で
し
た
し
、人
と
話
を
す
る
の
も
好
き
で
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
で
国
内
物
流
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
ま
す
ま
す
欠
か

ウエストビレッジ
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西村　敏斗

次世代
経営者にきく!!

「お客さまのために」という想いで、「ウエストビレッ

ジ」を経営されている西村敏斗さんにインタビューし

ました。

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、よ
り
早
く
お
客
さ
ま
に

ト
ラ
ッ
ク
を
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、お
客
さ
ま
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。そ
れ
か
ら
、私
に
は
目
標
に
し
て
い
る
同
業
の
会

社
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。ず
っ
と
先
の
話
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、い
つ
か
は
そ
の
会
社
さ
ん
の
よ
う
に
、業
界
で

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
、ど
こ
に
持
ち
込
ん
で
も
ダ
メ

だ
け
ど
あ
の
工
場
な
ら
直
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と
言

わ
れ
る
よ
う
な
会
社
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か

Ａ
．お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
勤
め
て
い
た
時
と
は
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
で
す
。勤
め
て
い
る
と
会
社
か
ら
売
上
や
利
益
を

上
げ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
の
で
、本
当
の
意
味
で
お

客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
を
す
る
の
は
私
に
と
っ
て

は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。今
は
、お
客
さ
ま
の
ご
予
算
に

合
わ
せ
て
、す
ぐ
に
や
る
べ
き
こ
と
と
、今
す
ぐ
に
は
や

ら
な
く
て
も
問
題
の
な
い
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
す
る
よ

う
に
し
て
、お
客
さ
ま
の
利
益
も
考
え
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。私
と
お
客
さ
ま
が
、お
互
い
に
無
理
を
せ
ず

に
お
取
引
す
る
こ
と
が
、長
く
お
取
引
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

なんでんかんでん「ちくしん」に相談したらよかっちゃなかですか。 新しく事業を始める時は、「ちくしん」に相談してみよう。
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は
、福
岡
市
中
心
部
を
一
時
期
考
え
ま
し
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が
、実
際

に
は
家
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件
費
な
ど
運
営
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非
常
に
か
か
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し
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よ
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れ
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を
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適
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と
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な
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自
由
」に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。起
業
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
、好
き
な
こ
と
を

通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
ト
ラ
ッ
ク
に
特
化

し
た
事
業
を
起
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
．起
業
す
る
と
き
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か

Ａ
．起
業
す
る
と
き
は
、実
績
が
な
い
の
で
信
用
が
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
中
で
、ど
う
や
っ
て
お
客
さ

ま
に
取
引
を
開
始
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
し
た
。で

も
、あ
ま
り
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、何
度
も
取
引
の

お
願
い
に
足
を
運
び
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

伝
え
る
こ
と
に
徹
し
た
結
果
、大
手
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん

を
含
め
て
、今
の
お
客
さ
ま
方
に
取
引
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

Ａ
．お
客
さ
ま
の
ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り
し
て
点
検
・

整
備
・
車
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ト
ラ
ッ
ク

の
用
途
に
適
し
た
使
い
や
す
い
仕
様
に
仕
上
げ
る
た

め
に
改
造
す
る
架
装
も
行
っ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
の
仕

事
で
も
お
客
さ
ま
の
ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り

し
て
い
る
間
は
、お
客
さ
ま
は
事
業
活
動
が
で
き
ま
せ

ん
。そ
う
考
え
る
と
、当
店
が
ト
ラ
ッ
ク
を
お
預
か
り

し
て
い
る
期
間
は
、短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
、お
客
さ
ま

の
事
業
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、安
全
で
あ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

い
た
だ
い
た
仕
事
は
責
任
を
持
っ
て
、で
き
る
だ
け
早

く
、高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
で
完
遂
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、

一
つ
一
つ
の
仕
事
の
評
価
が
次
の
仕
事
に
つ
な
が
る

こ
と
を
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

Ａ
．現
在
は
九
州
運
輸
局
の
認
証
工
場
で
す
が
、こ
れ

か
ら
3
年
の
内
に
指
定
工
場
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。指
定
工
場
に
な
る
と
自
社
工
場
で
車
検
を
す

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、な
ぜ

こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か

Ａ
．私
は
中
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
上
京
し
ま
し
た
。数
年
間
、東
京
で
物
流

や
営
業
の
仕
事
を
経
験
し
、23
歳
の
時
に
地
元
筑
後
市
に
帰
省
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
地
元
の
企
業
に
勤
め
、車
両
整
備
を
学
び
ま
し
た
。も
と
も
と
車

が
好
き
で
し
た
し
、人
と
話
を
す
る
の
も
好
き
で
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
で
国
内
物
流
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
ま
す
ま
す
欠
か

ウエストビレッジ

代表

西村　敏斗

次世代
経営者にきく!!

「お客さまのために」という想いで、「ウエストビレッ

ジ」を経営されている西村敏斗さんにインタビューし

ました。

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、よ
り
早
く
お
客
さ
ま
に

ト
ラ
ッ
ク
を
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、お
客
さ
ま
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。そ
れ
か
ら
、私
に
は
目
標
に
し
て
い
る
同
業
の
会

社
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。ず
っ
と
先
の
話
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、い
つ
か
は
そ
の
会
社
さ
ん
の
よ
う
に
、業
界
で

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
、ど
こ
に
持
ち
込
ん
で
も
ダ
メ

だ
け
ど
あ
の
工
場
な
ら
直
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と
言

わ
れ
る
よ
う
な
会
社
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か

Ａ
．お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
勤
め
て
い
た
時
と
は
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
で
す
。勤
め
て
い
る
と
会
社
か
ら
売
上
や
利
益
を

上
げ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
の
で
、本
当
の
意
味
で
お

客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
を
す
る
の
は
私
に
と
っ
て

は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。今
は
、お
客
さ
ま
の
ご
予
算
に

合
わ
せ
て
、す
ぐ
に
や
る
べ
き
こ
と
と
、今
す
ぐ
に
は
や

ら
な
く
て
も
問
題
の
な
い
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
す
る
よ

う
に
し
て
、お
客
さ
ま
の
利
益
も
考
え
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。私
と
お
客
さ
ま
が
、お
互
い
に
無
理
を
せ
ず

に
お
取
引
す
る
こ
と
が
、長
く
お
取
引
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

なんでんかんでん「ちくしん」に相談したらよかっちゃなかですか。 新しく事業を始める時は、「ちくしん」に相談してみよう。



こ
こ
ん
に
き

筑
後
信
用
金
庫
と
久
留
米
大
学
に
よ
る
地
域
経
済
情
報
誌

「
長
く
勤
め
る
つ
も
り
で
入
社
す
る
学
生
が
多
い
」

　
　

―
 

久
留
米
大
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 ―

中
小
企
業
の
強
み
は「
社
長
と
社
員
の
距
離
の
近
さ
」

　
　

―
 

久
留
米
大
学
生
に
よ
る
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー ―
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